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鳥取 県 多 里 地方 の クロ ム 鉄 鉱 と 産 状 に 関す る 研究 (第 1 報 ) (1) 


Studies on the chromites and their occurrences 
in the Tari district, Tottori Prefecture (1st report) (I) 


北 JR 順 — (Jun-ichi Kitahara)* 


Abstract:: The Tari district is situated at about 43km southeast of 
Matsue city. The geological map of this district surveyed by the writer 
is shown in Figure 1. The Paleozoic sediments were intruded by chromite 
bearing ultra-basic rocks. As the chromites are always associated with ser- 
pentinized olivine or enstatite, the assumption is rejected that these chro- 
mites were originated from hydrothermal liquid. The size of disseminated 
chromite is 0.3 to 0.4mm. In thin section, the disseminated chromite 
has generally black margin and the massive chromite is commonly brownish 
yellow in color. The chromite is enriched in iron oxide and the serpentinite 
is relatively iron poor. The black materials of chromite are presumably 
ferrian chromite or chromian magnetite. The chromite from the deposite in 
the region is comparatively higher in MgO and A1,O, contents, and it is lower 
in Cr,O, than those from other areas in Japan. The content of FeO-+ Fe,O, 
in disseminated chromite which is related to serpentinite is generally higher 
than that of massive chromite and has a reverse relation to that in green to 
yellow serpentinite. The disseminated chromites in the leuchtenbergite 
rocks, which are rich in Al,O, content and poor in FeO-+Fe,O3, are poor 
in Al,O, and rich in FeO+Fe,O0 


ia 言 
鳥取 県 日 野 郡 多 里 村 は 島根 県 松江 市 の 南 々 東 約 43 導 に 位 し て いる 。 こ の 地方 の クロ ム 
PRK Ls, 海抜 約 800 米 に あり , 多 里 附近 か ら 約 400 米 の 高 所 に ある 。 趣 塩 基 性 


岩 は 秩父 古 生 層 の 水 成 岩 に 光 入 し , その 超 塩 基 性 岩 体 の 或 部 分 に クロ ム 鉄 然 を 傘 つっ てい 
る 。 こ の 論文 に は , 多 里 地方 の クロ ム 鉄 鉄 と その 産 状 に 就 て 簡単 た 述べ る 。 


地 質 略 記 


当地 方 の 地質 は , cK, (ERMA, WERE Db 2S (BIR) HAROAM 
岩 は , CHE, 角 岩 , 砂岩 か ら 成 る 。 こ の 水 成 岩層 の 走向 は , 一般 に N50°W~70°W, 
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O: AE ESKIUAIOKR, H : aS beep, 1 : 同 稲積 鉄 床 , W, : 若松 鉄山 
CSR, Ws : ARSRRBEES, Ai : 広瀬 鉄山 の 鉱床 , ( 凡例 : (1) 第 相 
紀 層 , (2) 第 三 紀 層 , (3) 了 関 緑 岩 脈 , (4) KERCE, (5) FaaeRe Hs, (6) ERE, (7) 76 
dat, (8) 古 生 層 , (9) 7 2BROK PR ) 


BEL 30°~ 40° S CHS. MAPHMANL MALE ASH TC, BOR DY 
フェ ルス に 変っ つて いる の が み ら れ る 。 第 三 紀 の 水 成 岩 は , HE, PHS, Bia OD EJB ds b Rt 
る 。 そ の 走向 は , 一 般 に N20°~30° W で あり , HALE 10°~20° E で あぁ る 。 こ の 層 に は 
BORE EARS LOS OMENS, 著しい 地殻 変動 を 柚 つ て いな い 。 こ の 第 三 系 の 
TARE ES RTS OLS, 下部 中 新 世 に 海 浸 さ れ , 堆積 し た も の が , 造 陸運 動 に より 現在 の 
と ころ に 位置 づけ られ た と 見 られ る 。 TERME, TEBE, BREE OF, 地質 図 上 に 
示す 様 で ある 。 こ こ に 花 癌 斑 岩 と 地質 図 上 に 示し て る も , SWE ABS DU oH 
6) FREES YET So NAT CRABB S EO KME CRBANTHZORA BA 
る 。 TEhOE, TEBE, BRAGA OBIRIMBNV CSOT, それ ら の 岩石 類 は , 同一 
BRD DECIR D EAB So TE ECE D HEALED IL ORRCHOC, BELT 2 
こつ が み ら れ な いか ら , それ ら の 前 後 関係 は 確認 され な い 。 BEM EUS, 捕獲 岩 と し 
て 超 格 共 性 調 及 び ク ロム 人 鉄 鉄人 休 の な か に み ら れ る 。 関 緑 岩 や 優 白 岩 は 上 蛇 紋 岩 休 及 び ク ロム 
鉄 鉄 休 の な か に だ け に 岩 脈 と し て 見 出さ れる の で あか ら , WEE 7 0 2 FEVER EAR (ie 
BUREUEER) 2b HOU 22SRIR L LC HUB LMHS KEBLE LORE L OMAR 
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図 上 に お ける 関係 は , それ ら の 岩石 の 部 分 的 の 露頭 か ら 作 成 し た も の で あつ て , 実際 に 観 
BELIZ YOO CZWo 


Reta, 花 賠 質 岩 石 , SMe, Bave, 優 和 白岩 等 に 関し て は , 稿 を 改め て 記述 する 。 


クロ ム 鉄 鉱 と その 産 状 
7 WL sk ok 

当地 方 の クロ ム 鉄 鉱床 は , 橋 円 体 状 ぐ 蛇 絞 岩 体 の 小 部 分 に 彫 存 し て いる 。 こ こ に クロ ム 
鉄 鉄 床 の 大 き さ は , 母 岩 の 大 き さ に 関係 する だ け で な く , 燃 融 状態 に あつ た クロ ム 鉄 鍼 の 
源 の 量 に も よる 。 広瀬 鉱山 の クロ ム 鉄 鉱床 及び 若松 鉱山 の 五 号 鉄 床 の 南 五 号 塊 は , それ ら 
属す る 出 立山 蛇 紋 岩 体 の ほぼ 中 央 部 に 位 し て いる 。 BMMUOCERRO ESS, 中 
WS, ATUL, Hil OREDUE AO ALC FEL ED 5 FCB —HD DEIR AN THB 
AE UORR, 日 野上 及び 大 江 の 各 鉱床 は , AGREED AD HRCI CAL 
に 存在 する 。 前 記し た 何れ の 鉱床 に お いて も クロ ム 鉄 鉱 は , 或 特別 な 蛇 紋 岩 体 の いく つか 
OBPVHEALT Sb OCHS. 広瀬 鉱山 の 鉱床 及び 若松 鉱山 の 南 五 号 塊 は , WCE LT 
WC, それ ら の 鉱床 の クロ ム 鉄 鉱 は , 肉眼 的 に 塊状 鍼 か ら 成 る も の が 割合 に 多い 。 写 に 連 
続 し て いる 広瀬 鉱山 の 鐵 床 及び 若松 南 五 号 寺 の 個々 の クロ ム 鉄 鉄 体 の 集 り で ある クロ ム 
鉄 鉄 床 は , 厚 さ 1 米 か ら 40 米 ,! 傾 斜 延 長 約 40 米 , 走向 延長 約 300 米 で あつ て 西方 に 
{EV CW SM, 時 に 殆ど 水平 で ある と ころ も ある 。 若松 七 己 鉱床 は , RASAKELT, B 
XS 20 米 , ASSER 35 THB 40 米 で あぁ つて, HMRERM 120 KCB. CORREO HH 
Als, BAAD ERAZLOBB Wo 日 野上 鉄山 の 日 野上 鉱床 は , BIC RGKD SMOOTH 
て , 厚 さ は 1 米 か ら 10 米 位 で あぁ あり, 走向 延長 は 約 80 米 で ある 。 そ の 鉱床 の 鉱 体 の 走 
向 は , N70°~80°E GH), 傾 鈴 は 急 で ある 。 そ の 鉱 体 の 走向 は , AGRE DCE ARC SE 
び の 方 向 , BAT ME, その 長 軸 の 方 向 に 大 及 麻 行 的 に 配列 する 傾向 が ある 。 上 記 の クロ ム 
鉄 鉄 体 の 各々 の も の の 有形 は , 板 状 , FARRER), レン ズ 状 , 塊状 等 を な し , 時 に 不 規則 に 
膨 縮 し た も の も ある 。 鉱 体 は 全般 的 に 動力 的 の 変化 を 蒙 つて いな い 。 

A A rea ee Fie 
BREWOOD AN io BT UL OWES BE 8 4R 5 Bea EUS AE a 6b 
標 橋 石 や 頑 火 輝石 は , Hii, aha, Hs L CHR hho LOMA MIMOR 

He FOYE AS TEL L 72 FB CAE LU Po REE (節理 ) に 沿 つ て 不 混和 の 状態 に あつ た 後期 の 含 
KOB DEBE SATE 7 0 LGC ISPMADEAL Po LOREAL, 既に 多少 自己 変 
質 で 蛇 紋 岩 化し て いた 隣接 の 母 岩 や , 7 0 LGRBKD IEA PRICABHE S TRE ECE 
用 を 及ぼ ば し た 。 

笠 橋 石 も る クロ ム 鉄 銘 る 部 分 に より 化学 成分 に 変化 が ある た め , 固 結 す る 温度 は 一 定 で な 
Wo 2E-HNE, GRR, PK OAs, それ ぞ れ 1890°C, 1205°C, 1557°C 
CHE SHOAL BA CAMARO, —HICKMA ORE AIL 7 

LRG KD RPMNCMO. DICTA LARCH, 圧力 と か 含有 有する 
BR, 水分 等 で 変る の は 勿論 で ある 。 当 地 で は クロ ム 鉄 鉱 , FEAR OIE BRS PR Ic 
の 水 と が 炭酸 瓦 其 を 含ん で いた こと が 推測 され る た め , HGS 7 OLRGN, 一 層 低 い 
温度 で 固 つ た も の と 見 仔 す こと が 出来 る 。 

7 ILE RO READE, クロ ム 鉄 鉄 が 導 入 し た 母 岩 の 平滑 に 続い た 毅 肌 も し く は 
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AVEDDL BORED So CORALS, TREE DUE VODCAST CH 
Bo REBLEAD EU OA MOS Mlk, 多く の 場合 クロ ム 鉄 鉄 は 有 し な い が , 時 に 
REDD MARES BBX 2.5 米 , WER 15 米 に わた つて み ら れ る こと が ある 。 蛇 紋 岩 体 の 延 
び の 方 向 の 箇 理 に も 横切る 節理 に も サポ ー 石 駅 や 方 解 石 脈 乃 至 喪 右 脈 が 属 々 み ら れ る 。 
クロ ム 鉄 鉱 と 母 岩 と の 境 は 概して 明瞭 で 時 に 淡 福 色 の サポ ー 石 で 満た され て いる こと 
BHSo UNE YBKE RES E OMMLOE YD LAWBYRD HS. WON CD, 母音 
DEL OAR REN UB XT 7 OLRRBAECTUOCH So KSOT ULRRHK, その 
HEU OFF ANDES L  RPFEAAD SE NSZLEAHSo 7 ALDBAC IBA O Vi AH 
向 に 通常 レン ズ 状 , 脈 状 の 蛇 紋 岩 を 包 有 し て いる が , 時 に 不 規則 に 存在 する も の も ある 。 
鉄 体 の 周縁 が 班 状 鉄 か ら 成 る 場合 , クロ ム 鉄 鉱 料 を 浸 染 し た 母 岩 と 潤 移 する 様 に みえ る 
こと が ある 。 こ れ は 和 圭 過 が 完全 に 凝固 し な いう ち に , SEER 7 0 2 EGKISBAA SEAL 
凝固 し な い 母 岩 に クロ ム 鉄鉱 を 浸 染 し た も の と 考え られ る 。 こ こ に 送 入 体 の 浸 染 鉄 と は , 
蛇 紋 岩 中 に クロ ム 鉄 鉱 粒 が 後生 的 に 温海 し た 意味 で な く , 初生 的 に 生じ た クロ ム 鉄 鉱 が 蛇 
紋 岩 中 に 点 在 し て いる も の を 去 う 。 

若松 鉄山 七 号 鉱床 に は , クロ ム 鉄 鉄 と 蛇 紋 岩 と が 交互 に 締 状 に な つて いる と LARD 
Do 私 は 先 に この 様 な と ころ が み ら れ る か ら , 当地 方 の クロ ム 鉱 鉄 の 成因 を 結晶 沈 積 作用 
で 生じ た も の で は な いか と 見 た が , CORI ORZ % OVENS DEGLI oO C7 a 
LKEUEAL CEECROCHS I LEPWM ORO 

PURGE 7 OL RSI RAC, EEO RAD ODVISRAD FECT LOCH So BER 
GK 5 BI GUGAL, 7 1 2 GREAT EEE De ADEA RBIED DEUCE DOCHSS 換言 


第 2 図 MATRA LIRE RT 7 o ABBE (S KEBLE, C7 0 2 gRBH) 
(EFHABK UL 2 SOR PRE 
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SF ALEERRIS 7 0 2. GK LEG EB YON THEUE OCHS © CREM 
WIZ0SHDE 3.0R BED LOC, 粒状 で 他 形 を 示す も の が 多く , MPRRORTEBE 
付 物 か ら な る 石 基 で 類 触 され た よう に 見 位 さ れる 。 早期 品 出 の クロ ム 鉄 鉄 が , BIEOVEHA 
で 引き ずら れ 締 状 あ る い は 購 流 し 状 乃 至 不 規則 に 配列 し 流 理 構造 を 示す も の も ある (第 2 
Ba) o HERERO WCAG OSEA LL 7c, 接触 面 に 平行 に 点 列 的 の 0 2. eK ANB Ye 
鉄 中 に 存する こと も ある 。 : 

前 に 述べ た 様 に , GR ETES ( FRIED LAUT ULRRRUE NICE 5 EE 
St, HIPAA AEC ES OBINCREAL TEU K MOCHA SDL, BSEERT 
る 斑 酸 塩 鉱物 より 後期 に た 生成 し た も の で ある こと は 明 で ある 。 

ーー つの 仮 体 で 肉眼 的 に 塊状 的 の 部 分 と 斑 状 的 の 部 分 と が ある の は , 固 結 する 時 に クロ ム 
鉄 鉄 と 江 酸 塩 久 物 と の 混合 の 割合 が 部 分 的 に 不 均質 で あつ た た めで ある 。 ここ に 塊状 鉄 
及び 班 状 鉄 の 相違 は , 前 者 は クロ ム 鉄 鉄 が 系 に 存 し , 共生 する 乾 酸 塩 鉄 物 が 極め て 少く , 
BANS 7 2. RoR L FLAT AER IMIR} OCHO TC, 両者 に は 生成 の 時 
BAVC AUTRES AAS 7) BERISHA AK), 鉄 体 の 内 部 に も 存する が , 全般 的 に 周辺 
に 存在 する 傾向 が ある 。 こ こ に 肉 眼 的 に 塊状 的 に みえ て も, GEE CHERNOVLORDHSO 
前 記し て お いた よう に , PBRKSSAWNPERRD 5 7 SBR, クロ ム 鉄 鉄 が 後生 的 に 北 
紋 岩 中 に 浸 染 し て 生じ た も の で な く , BHOS7 0 2 ROBE SAR AED BAU 
TERE OD BICHEA LL CERL KD D CHS 
広瀬 鉱山 の 鉱床 

広瀬 鉄 山 の 鉱床 は , HS MPO KS. 三 十 七 米 塊 及 び 玄 塩 塊 か ら 成 り , ZNEOGB 
床 の 方 向 は 山科 線 に ほぼ 一 致し て いる 。 第 3 図 は それ ら の 鉄 床 を か さ ね て 一 つの 図面 上 
に 示し た の! で ある 。 LOKI IAM SP oKSNSL, Wot MER 775 4k) を 0 米 
の 基準 と し て それ より 22 米 及 び 37 米 の 高い 位置 に 存する 録 床 で ある 。 これら の 広瀬 
Si, 二 十 二 米 寺 , 三 十 七 米 塊 は 坪 に 傾斜 の 方 向 に 連続 し , 一 般 走 向 は N 10°~20° W, ta 
4X 30° W~70° W で あぁ る 。 NEHRU PROMIAC, 仮 体 は 和 失 減 する 傾向 が あぁ る 。 ニ 二 十 
SRE L ACK, 南部 に お いて 走向 が 一 般 走 向 か ら 変っ て N70° へ 80°W と な 
Me +OI KHOU MEME LAG LTSM, SPCHKHMAWAL TLEI0 & 
22 DSKFRIK, RERUETA DO BYIBICHEAL Kev ¢ DOOMR, VY AIR, 板 状 等 の 鉱 体 の 集 り 
か ら 成 つて いて , 前 記 の 様 に 走向 の 方 向 が 変る の は , POBAWORMICIEC TCEUR YO 
が 動力 的 に 母 岩 と 共に 曲げ られ た と 見 られ る 。 LHOKGS, HO MBOKE RA Cl 
PERISH 5 米 ~30 米 , 走向 延長 は 約 165 KCHS St oKSS, 上 部 の 鉱床 で 傾 鋼 
延長 は 5 米 ~30 KC, 走向 延長 は 125 KCHSO MPLA ROVAT CHUL, 大 部 分 
AGS Nid, 源 の 銚 体 の 全貌 を 知る こと は 出来 な い が , 鉄 体 と 境 を な し た 母 岩 は 残っ 
て いる か ら , 母 岩 の 源 の 磐 肌 (スレ ) の 状態 を 観る こと が 出来 る 。 鉄 体 の 走向 , Matis, GK 
体 が 接し た 坪 岩 の スレ の 走向 , 傾斜 を 測る と 判る 。 LMTOGAOMAERIL 5 米 ~15 
, 走向 延長 は 約 40 米 で ある 。 前 に 述べ た よう に 広瀬 電 は 下部 の 末端 に ある 久 体 で あ 
る た め , 浸 染 鉄 の 多い の が 特徴 で ある 。 

EEO GRAD _ EAN CHANT LAL HAR U EF CAKE FEET Be wD VCHRO Te FE HE St 
RHS(B3M)o OPE CKAOMAA 30 米 に あぁ つ て , WSCA AIO SK 
DRAVERT AMA DS. 2 OFM 833 米 の レベ ル に ある た め , STAM (813A) 
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3 図 AWRGKIL OG FS 


KY 20 米 の 高 所 に ある 。 RESO HME N15°W, Aas 40° W で 走向 延長 は 約 90 


洲 で ある 。 こ の 鉄 肝 は 前 記 の 三 人 鉱 塊 の 人 鉱 体 と は 不 連 続 で あつ て 別 の 鉄 体 で ある 。 
Bad L eA, SPORE, =P OSA _Ee2 db UN OOK LAER 


ee es 7 


に 鉄 体 が あぁ つた が , PCPA A N7zo 

Aiea tt +I ARSTRUS A OKRRO PANS EK Binh, Sf ooKe OAS D BE 
に も み られ る 。 
若 役 鉱山 五 号 録 床 - 若松 南 五 号 寺 

広瀬 鉱山 の 三 十 七 米 寺 (813 米 ) の 傾斜 の 方 向 に 続い た 然 体 で , 837 KOVAVIZHS 
か ら 三 十 七 米 塊 よ り 更 に 24 米 の 高 所 に ある 。 一 般 に 走向 は N10°~20°W, (Bars 40°W 
で あぁ る が , 南部 で は 三 十 七 米 寺 と 同様 に , 鉄 体 は 
N 40° へ 80° W に 方 向 を 転じ て いる (第 4 図 )。 JL 第 4 図 SMU ASS 
DRAZCAM BBO OK, 広瀬 鉄山 の 久 体 と 同様 
CE OBR ORG A SCAU OOM 
その 後 横 圧 力 で 曲げ られ た も の と 見 られ る 。 広 
FES OSA EY EMSA, 最も 高 所 に 位置 す 
る の で あぁ る か ら 稼 縁 鉱 体 に 相当 する も の で ある 。 
その た め に この 鉄 体 は 断続 的 で あつ て I) BH 
鉄 の 多い 傾向 が ある 。 そ の 断続 的 の 鉱 体 の FER 
は 135 米 , BSI SRK~ISRCHSo GK ME 
向 を 変え 南 へ 延び る こと は , 下部 伝 床 の 広瀬 鉄山 
DET tA Lp, 期待 する こと は 出来 な 
Wo 南部 の N60° へ ~80° W OAMEART HMRI, 
N80°W Fc me BEAL Tr SE USDA 
bBo 
SAMWUtSLK-ARtS—H 

HUME L VAC THEME AOR HC, BH e4AEOE, 7 OU LREOIA AS 
導入 し た か ら , 導入 体 は 全部 クロ ム 鉄 鉄 と いう わけ で な く , ZOLRMIAAAPRBD DY, 
蛇 紋 岩 質 岩 石 を 有する と ころ も ある 。 ク ロム 鉄鉱 体 が 蛇 紋 岩 塊 を 捕獲 し て いる の が , EX 
み ら れ る 。 ク ロム 鉄鉱 体 は , 走向 が 通常 N10° へ ~20° で あり , PIX 30°~40°W CHO 
て , 走向 の 方 向 に 長く , 傾斜 の 方 向 に 短い 。 時 に 鉱床 の 一 般 走 向 か ら N60°W の 方 向 に 
曲 つ て それ た と ころ も ある が , MMAKO dD LOMAKRAMANKEDCHSZ. MKONE 
の 部 分 は , 不 規 則 に 蛇 紋 岩 体 の 割れ 有 目 に 入 つ て いる 。 ク ロム 鉄鉱 の 採掘 跡 を みる と , ie 
WED & PAE LL CHL 72 = LAS. COBPRITIL, 浸 染 鉄 が 多い が , 録 体 の 北部 に 
塊状 鉄 に みえ る も の が ある 。 
Bm HX 

EPA PAS (FER 78526) (x, BRET SHE TEACHES. COMM, FAA ER 
据 さ れ た た め , RMAKOLRE 3 PAWS TD LUMA. HAC, 7 UARROABOMG 2H 
獲 し た と ころ る , PURE DRED AICHEAL KE LAD ASNS PR-AMA, KEBCE 
DEICFEEL TW HZELSAWBES BMBSNSZ 
SBpM=h 若松 中 切 二 (海抜 771.7 米 ) は, AME FD OHO RAKOAMO 
部 分 で , 一 般 走 向 は N1O°E, 傾斜 は 30°~40°W で あぁ る (第 5 図 )。 NSE の 方 向 に 向 斜 
軸 が あつ て , この 軸 は 若松 南 塊 か ら 続 いて いる 。 向 斜 軸 より EGAORAAERLOT 
あつ て , 向 斜 軸 よ り W 方 向 の 鉱 体 は 小 規 模 の も の で ある 。 


1 鉱 体 , 2 Wiel 
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第 5 図 BEUMCUC SRR POS 若松 鉄山 鉄 床 及 び 広 瀬 鉱山 鉱床 が 属す る 出 立 山 
KEBLE PRIX, N10°*W の 方 向 に 延び て いる が , 北部 
で は N10°W の 方 向 の 外 に N109 の 方 向 に も 分 
れる 。 HMES-h Bit, PUIIHMAT SRE 
岩 体 は , この N10°E の 方 向 に 転じ た 部 分 で あつ 
て , 鈴 体 の 一 般 走 向 る 前 記 の 様 に NIO°E で , 分 れ 
た 蛇 絞 岩 体 の 延び の 方 向 に 一 致し て いる (第 1 図 )。 
BUCS ki Bi 中 切 二 需 に お ける 主 な 鉱床 の 
走向 は 一 般 に N10°~20°E, (HB 30°~40° W で 
HSM, 鉱 体 の 北端 及び 南端 で は , 鉱 体 は 狭まる 傾 
向 を 有 し , DROMD OAM MRO MEA 
か ら 変 転 す Do 
若松 鉄 出 の 露天 堀 の も の は , RHI CHS LD 
1 サポ ボー 石 脈 。 2 鉄 体 及び 予 eee rence, LOMMEOTH 
eT gS oe V4 BD GRP SASHA CS — SiO SHAK CH Bo 
LEM CHE FE CITHO COA EBL, 若松 
CET CLAS (AUS L, 露天 鉱床 と 現在 採掘 中 の 鉄 床 の 二 つ で あぁ る 。 
晶 上 野 鉱 山 の 鉱 床 日 野上 鉄山 の 鉱床 は , A EPLGKR CARR LD OMA ASTER 
は , 採掘 し 尽 さ れ , 衛 積 鉄 床 の 大 部 分 の も の る も 採掘 され た た め , 蛇 紋 岩 と クロ ム 鉄 鉄 と の 
関係 は , 不明 の 点 が 多い 。 
上 上 野 鉱 山 稲積 鉱床 稲積 九 号 寺 ZERO DOI, ML Sto + Kt (776) 
BRUSPRE (790K) で ある 。 MBX ABEL AIA CHS. GARI N30°9E OFA 
に それ ぞ れ 延び て いて , 厚 さ は (3 ~4 米 ) CHS BHOMMCHOT, EBL 7 a2 
DROPS BK ORDEAL TAU RGA CH So SAORSTORBON UCRE BLS を 捕 鈴 し た 
浸 染 鉄 が み ら れ る 。 MIAOREICBRROT ULRRMMABNSD, WORKS, Hew 
FAC EUR OS, 輝 入 し て いる の が 認め られ る 。 
若 役 七 号 鉱 床 に お ける 千 酸 塩 鉱物 と クロ ム 鉄 鉱 の 村 列 様式 MHC kLOeA UR RE 
DEMWENT, RYGED 7 3 2 GRO U FERRE OUR RISAIA DREAT ZB, 母 岩 の 縁 近 く 
VBER GAD HR, PRBS GA AS HOR SB HA SH So WEIGKAKO RAB % BERGA SC 
BWA So PRUE CHUIMA OREO b SWEAR ¢, IEA T ABORGKO Ides 
人 色 と か 黄 褐 色 を 示す も の が 多い が , BHALARTVOLIEEFS SEYSBNSL, 前 
記し た よう に , クロ ム 鉄 鉄 は 塊状 的 に な り , FRET SSO HE DCL HU OS hc, 
頑 火 輝 石 も みち ら れる 。 蛇 紋 石 化 作用 は 鉄 体 の 内 部 の 方 が 母 岩 に 近い 部 分 より 進ん で いる 。 
この 塊状 的 の クロ ム 鉄 鉄 は , BABE CH So LAREDO BERGKIC EO THU 
右 が 多く , 坪 岩 か ら 離 れ た と ころ に は , 頑 炎 煙 石 は 少く な る 傾向 が ある 。 夷 状 然 は , WHE 
色 , fat, 時 に 黒色 の 縁 を 有する も の , 黒色 の 部 分 の 多い も の 等 多様 で ある 。 上 記 の 様 な 
MAMET SEB RRC, どの 部 分 を と つて も この よう な 関係 が ある と 蓋 う の で な い 。 
EMO E546 PHAM SHIGE (2MgO-SiO,) の 残 品 の あぁ る 距 紋 石 に 富み , LAG 
は 頑 火 輝石 に 富ん で いる た め , FRMOAA LAHEY SIO, に 逐 し く , MgO に 富ん で 
WRAL So MEA OLEH 3.20~3.346H 0, BARA Hit 3.18 CH 
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る か ら , HR OBRD 5 PEA OG ABU kD PRCA ZIM B So BEAK 
は , PRB 7 OLARRICAA, AGN SIO, に 富ん で いた よう に 見 位 さ れる 。 ク ロム 
BEECH OB ABE CH SO Cr。0。 の 含量 の 多い も の で あり , 音色 の も の は Cr,O; 
の 含量 が 少く , MgO, Al。O。 の 量 に 富む も の で ある 。 し た が つて クロ ム 鉄 鉱 体 の 各部 分 
の クロム 鉄 鉄 の 色 か ら 察 する と , クロ ム 鉄 鉄 の 含水 疾 融 体 が 母 岩 の 列 角 に 逃 入 する 場合 , 
グ クロム 鉄 鉄 の 比重 の 大 きい も の が 下 看 側 に 生ずる よう な 儲 向 が ある 。 (未完 ) 


戸 油 母 岩 の 研究 (第 2 報 ) 
和信 橋 油 田 ・ 高 野 R 113 号 井 コー ア の 無機 微量 成分 に つい て 


Studies on the resource-rocks of petroleum (2nd report) 
(Non-hydrocarbon constituents of the core samples from the K6ya 
exploratory well, R113, Yabase oil-field, Akita Prefecture.) 


Jn jee #8 We (Iwao Kato)* 
fy 部 iE (Masahiro Abe)* 


1 ま 写 和朗 か が 請 き 

秋田 油田 の 深部 地質 の 探査 の 目的 で , 高野 地区 に 於 て 所 調 3000 米 の 試掘 〕 が 行わ れ , 
女川 層 以 下 の 地質 , 並び に 2000 米 以 下 の 深 層 池 層 の 存 音 が 検討 され て い る 。 こ の 高野 
R113 号 井 の コー ア が 帝国 石油 株 式 会 社 の 御 好 意 に よ つ て , その 一 部 が 恵 与 され , LOB 
重 な コ ー ア の 活 母 岩 及 び 火 山 砕 選 岩 類 に つい て , 分 光 分 析 に よる 微量 無機 成分 を 検出 する 
機会 が 与え られ た の で , その 結果 に つい て 報告 する 。 

高野 R113 井 号 の コー ア に つい て は , 既に 牛島 信義 氏 +) に ょ つて 深部 地質 と 弾性 波 
速度 と の 関係 に つい て 興味 ある 資料 が 報告 され て いる 。 然し な が ら 一 般 に コー ア に 対す 
る 物理 化学 的 研究 は , 未だ 確立 され て お ら ず 研究 初期 の 段階 で ある の で , 筆者 等 も 赤 こ の 
種 の 堆積 岩 岩 石 学 の 体系 を 作る こと と 同時 に , Abbe O Ve Bh O IBA O — 
部 に 次 し た い 目 途 を 以 て , 油井 コー ア 並 びに カツ テイ ング 試料 の 取扱 い 方 を 検討 し て いる 
が , 今回 は R113 号 井 コー ア の 無機 成分 の 検出 結果 に つい て 述べ た い 。 


2. 無機 成分 の 検出 


(1) 試料 の 調整 分 析 を 行っ つた 試料 は , R113 号 井 に 関し て は 深度 1684.7m がら 
3112.6m まで の 134 個 の コー ア 試 料 が ある が , TOALRA- RUA 50 個 を 


* 東北 大 学 理 学部 岩石 鉱物 鉄 床 学 教室 

1) 昭和 30 年 4 ABS, 昭和 31 年 3 Admit, 深度 3,131m, 据 さ く 概 況 に つい て 
は 石油 技 協 誌 , 21, 148~151, 昭 31. BR 

2) 和牛 島 信 義 : 石油 技 協 誌 , 21, 195~197, 4831. 
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Bex D2) 残り の 84 HOWE - Bes: Dalcowe, FEA ERIN S URS SA 
料 55 個 を 選ん で 分 析 し た 。 実験 に 使用 し た 試料 は , コー ア の 外側 を 除き 中 心 部 (最も 新 
鮮 と 思わ れる 部 分 ) を 選び , ハン マー で 大 砕き EF OIz2Y OE APSA CEM UL re 
1B, &< RL T -200 mesh の 細 粉 と し た 。 

(2) 予備 試験 発光 条件 を 決め る 目的 と コー ア の 中 心 部 と コー アテ 全体, 或いは その 外 
側 と の 検出 結果 を 検討 する 目的 で , 同一 条件 で 数 個 の ク の ュ ヌー ア に つい て 比較 検討 を 行 つ た 。 
この 殺 時 は コー ア の 外側 周囲 に 附 着 物 の ある 場合 は 別 と し て , 殆ど その 差 は 認め られ な 
い 。 こ の 予備 実験 で も わか る 様 に コー ア の 外側 表面 は 取 除 く こ と が 望ま し い 。 

(3) 操作 分 光 写真 器 は 島津 製 水 唱 分 光 写 真 器 (QF-60) を 使用 し , 弧 光 放電 法 ・ 
発光 時 間 な どの 発光 条件 に 関し て は , 予備 実験 を 行 つ た 後 , その 条件 を 定め て 各 試 料 に つ 
き 下 記 の 発光 条件 で 分 析 し た 。 

[1] 試料 : rr?h=(0.75)2x38.14 x 5(mm3) (eRe SAKES HE 1.5mm, 深く 5mm) 
[2] BA: 富士 プロ セス 乾板 (分 光 分 析 用 ) 4x10 inch 

[3] 電極 間隔 : 2 mm AD : 0.005 mm 

(5) AVY EB (1 個 の 集 光 レン ズ ) (定量 の 場合 は 中 間 結 像 法 を 可 と する ) 

[6] 圭 出 時 間 : Fe ( 鉄 標準 電極 ), R=809, 2Amp., 3sec. ; 試料 R=160, 
6~7 Amp., 10sec. 

[7] ta : FD-31, HaRRSRH 4 分 , 現像 温度 18^C, 定着 コタ ダ ツ ク F-5S 

| 分 光 写 真 乾 板 は 約 20 億 に 拡大 投影 し て , 各 元素 の 永 存 線 , 波長 目盛 , 標準 鉄 波長 
を 予め 一 緒 に 撮影 し た 同 倍 率 の 写真 と 比較 し て 測定 に 便 な ちら し め た 。 

(4) 分 本 結果 上 に 述べ た 発光 法 , 発光 条件 で 行 つ た 結果 , Ag, ALB, Ba,C, Co, Cr, 
Cu, Fe, Li, Mg, Mn, Mo, Na, Ni, Pb, Si, Sn, Sr, Ti, V, Zn の 22 元素 が 検出 され た な た 。 
3500A~4100A の 間 は 炭素 バン ド が 邪 庁 し て 測定 が 不 充 分 で ある の で , 元素 の 検出 が 出 
来 な いも の も ある 。 ま た な た BC は 炭 素 電極 中 に も 存する の で 保留 し , Al Fe, Mg, Na, Si 
の 5 主要 元素 と , Ag, Ba, Co, Cr, Cu, Li, Mn, Mo, Ni, Pb, Sn, Sr, Ti, V, Zn の 15 fie 
元素 と に 分 けら れる 。1693.5m か ら 3112.6m まで の コー ア 54 個 の 微量 成分 の 検出 
結果 は 第 1 表 に 示す 通り で ある 。 

3. 分 析 結 果 の 考察 

微量 成分 の 垂直 的 分 布 第 1 Bic UP 15 役 量 元素 に つい て , その 上 下関 係 を 比較 
検討 し た 。54 個 の 試料 で は あぁ る が , 比較 し 得る 範囲 内 で 次 の 如く 要約 され る 。 

Ag は 2137.5m まで は 処 々 に 認め られ る が , それ 以下 で は み ら れ な い 。 Cu は 1950.5 
~2154.0m に 多い 。Ba, Li, Pb, Sn, Sr, Zn は 明瞭 な 傾向 は 求め られ な い 。 然し な が ら 
Co, Cr, Ni の 共存 と , これ に 加味 し て Ag, Mo, Sr を 比較 し て みる と , dz YO PARC 
出来 る 。Mn は 1798.0m~1985.5m と 2879.9m 以下 が 生々 多 :< く , Ti は 1891.5~ 


1995.0m が や ゃ ゝ 少 い 傾向 が み ら れ る 。 V は 1719.8~1763.0m に 多く , Ho 2000m 


1) これ ら の 火 山 岩 類 に つい て は , 河野 義 礼 教 授 の も と で , 別に 岩石 学 的 研究 が 行わ れ 
QC る ES 

2) R113 号 井 コー ア に よる 層 位 的 解釈 に つい て は , 了 藤岡 一 男 ・ 井 上 武 等 に よる 報告 が 
ある 。 石油 技 協 誌 , 21, 110, 昭 31. 
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まで は Ni の 多い も の は 殆 ん ど V の 存在 が 認め られ ず , 2000m preKisRIc Ni と V 
が 共存 する 関係 を 指摘 され ょ よう 。 

AE OMBIS 2000m 以下 に 極め て 上 少 い の で , これ に つい て 比較 検討 する こと は 差 控 
える 。 以上 の 分 光 分 析 に よる 検出 結果 の 全般 的 考察 と し て , 牛島 氏 に よる 1) Meee 
thee tC OBMAC kSBMMN AH (zoning) と , 今回 の 微量 成分 垂直 的 分 布 に よる 分 帯 と 
を 比較 吟味 し て みた (第 2 表 参 照 )。 

1) 弾性 波 測 度 と 比重 と に よれ ば 1684~1944m は 2.8~3.6km/sec., S.G. =2.04 
~2.48 に 対し , 1950~2000m は 4km/sec, S.G.==2.44 へ ~2.78 で あぁ あり, これ は 分 光 
分 析 の 結果 か ら も 59(1940.2m) OBR PEL 62(1950.5m) の シル ト 岩 を 界 と し て , Co, 
Cr, Cu, Mo, Ni, Sr, (Ag) 等 の 元素 の 集中 如何 に より 明か な 様 に , 上 下 に 大 別 可 能 で ある 。 

2) 1944m より 上 位 に つい て , 和 弾性 波 速 度 ・ 比 重 で その 差異 は 論 ぜ られ て いな い が , 
1693.5~1715.5m まで が Ag,Co, Cr, Mn, Ni, Zn 等 が 集中 し て お り , また 1798.0~ 
1900m 附近 が Ag, Co, Cr, Ni, Sr, Zn が 集中 し て お り , 以上 か ら 試 料 番 号 3~9, 11028, 
29~47, 49~59 の 4 区 分 が 可能 で ある 。 

3) 弾性 波 速 度 と 比重 で は 1950m 以下 の 基山 岩 類 に つい て る も 比較 され て いる が , 今 
回 は 油 母 岩 , 火山 砕 選 岩 に つい て の み 検 対し た の で *), これ ら に つい て は 言及 で き な い 。 
この 間 の 油 母 岩 に つい て る も 個数 が 少 い の で 明か で な い が , 84~87(2134~2154m) 附 近 の 
Ag, Co, Cr, Mo, Ni, Sr, Zn の 集中 と , 117(2879.9m) 以下 の 微量 成分 の 変化 る も 注目 さ れ , 
主要 元素 の Al, Fe, Na 等 に つい て る も 変化 が あら われ て いる 。 

Ni RU V の 検出 結果 に つい て 検出 され た 各 元素 に つい て は 以上 の 様 な 比較 が 行わ 
れる が 牛島 氏 に よる 弾性 波 速 度 と 比重 に 関す る 容 料 は , 必ず し ゃ 単に 垂直 的 分 帯 に 対す る 
効用 の み を 意味 する も の で な く , OHO MBM. At, 深度 に 関連 し て 深部 岩層 の 構 
成 に 関す る 基礎 的 な 知識 と し て 注目 され る べき も の で あろ 3 う 。 他方 分 光 分 析 に よ ょ る 微量 
無機 成分 の 検出 は 上 述 の 如く , 少く と も 垂直 的 変 務 に よる 分 帯 に 有効 で は あぁ ある が , これ ら 
の 微量 成分 の 分 布 の 古 地 化 学 的 意義 乃 友 は 一 連 の 油 母 岩 の 構 成 誠 び に 形成 過程 に 関連 し 
て 根本 的 に 考 究 さる べき も の で ある ろう 3。 

無機 成分 か ら み た 堆積 和 盆 の 油 母 岩 の 地 域 性 に つい て は , 既に 前 報告 34) に よ ょ り 一 応 の 成 
果 が 得 ら れ た 。 堆積 岩 に つい て の この 種 の 資料 は 極め て 少 い が , 最近 海 成 或 い は 陸 水 成 堆 
BELOW て の 研究 が み ら れ る )。 更 に また 原油 の 生成 起源 に 関し て も , この 種 の 無機 成 
分 に よる 検討 が 近年 に な つて 履 々 行わ れる よう に な つて 来 た 。 特 に Ni 及び V OF, Me 
びに これ と porphyrin と の 相関 性 に つい て 最近 興味 ある 研究 が 行わ れ も て いる 6)?8)。 


1) 和牛 島 信 義 : 前 出 , 昭 31. 

2) 大山 岩 類 の 微量 成分 に つい て は , 別に 岩石 学 的 検討 と 俳 せ て , HARARE 

より 分 析 さ れ て いる 。 

加藤 毅雄 , 阿部 正実 : er, 40, 169~177, 1956; 41,53~59, 129~136, 1957. 

4) Kato, I., & Abe, M. : Sci, Rept. Tohoku Univ., Ser. 3, 5, 325~334, 
1957 ; VI, 500~515, 1958. 

5) ‘Degens, EA Williams, E:.G.,% Keith, M.L. 0 Bull. “Am, “Assoc. 
Petrol. Geol., 41, 2427~ 2455, 1957. 

6) Bonham, L.C. : Bull. Am. Assoc, Petrol. Geol., 40, 897~908, 1956. 

7) Dunning, H.N., & Moore, J.W. : Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 41, 
2403~2412, 1957. 

8) Hodgson, G.W., & Baker B.L. : Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 41, 


) g 
2413~2426, 1957. 
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第 2 表 R113 号 井 コー ア に よる 垂直 的 分 帯 
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牛島 信義 : ZOE (age, AB 31), 
3) Ni RU V の 共存 関係 に つい て は 本 文 参照 。 


mC, BRI EOSBE 


wR SOR x 15 


R113 号 井 に つい て 今回 検出 され た Ni と V に つい て は , 単に 相対 的 な BI BIIES] 
が , 一 店 次 の 如く 指摘 され る 。 即ち V は 11(1719.8m) の シル ト 岩 か ら 25(1763.0m) 
の シル ト 岩 まで に 多く 認め られ る が , 2000m まで は Ni の 多い も の は 殆 ん ど V を 認め 
ず , 2000m 以下 で は 逆 に Ni の 多い も の に も V が 認め られ る 。 Nit V と の 相関 々 
係 に つい て は 以上 の 一 般 的 傾向 に つい て の 観察 結果 の み を 述べ て , 今後 改め て 他 地 域 の 洗 
母 岩 類 に つい て の 結果 と 併せ て 検討 を 期し て いる 。 

R 113 号 油井 コー ア 55 個 の 分 光 分 析 に より 一 応 以 上 の 結果 を 得 た が , 現在 行 つ て い 
る 酒田 地域 の 母 岩 の 岩 想 解析 並び に 今後 検討 を 期待 し て いる 原油 それ 自体 の 内 容 と に よ 
る 相関 性 を 具体 的 に 把 え て ゆく ため の 一 容 料 と も な る こと を 期待 し た い 。 

本 研究 に 当 つ て , 足 重 な コー ア を 恵 与 さ れ た 帝国 石油 株 式 会 社 の 各位 並び に 種々 有益 な 
御 数 示 と 便宜 を 賜 つ た 牛島 信義 氏 , 石油 資源 開発 株 式 会 社 ・ 柴 田 医 三 , 別所 文 吉 両 氏 に 深 
謝 の 意 を 表す る 。 ま た 実験 に 際 し て は 植田 良夫 助 才 授 よ り 懇 切な 御 世 話 を 載 い た こと を 
SEICTREET Bo 

FRAO MLAS SRB LORE EMADICLBHRERT So 


豊 尻 鉱山 に お ける 赤 鉄 鉱 お ょ び 磁 鉄鉱 の 産 状 に つい て 


On the occurrence of hematite and magnetite from 
the Toyoha mine, Hokkaido. 


RE 原 次 夫 (Tetsuo Fuziwara)* 
a KH S&S xz (Masayuki Sait6)* 


Abstract: The Toyoha mine situated at about 30 km southwest of 
Sapporo city, is working on epithermal vein systems which occur along some 
shearing and tensile cracks in green tuff, propylite and black shale of the 
Miocene series. The ore veins carry abundantly galena, sphalerite, pyrite 
and quartz and lesser amount of rhodochrosite. A little hematite and 
magnetite are detected in the lower part of these veins. In this paper, 
genesis of the iron oxides in the epithermal vein is discussed. 


Lo A 23 


BHC, 豊 羽 鉱 山 株 式 会 社 が 経営 する 鉛 ・ 亜 鉛 ・ 硫 化 鉄 鉄山 で ある 。 札幌 市 南西 約 
30km に あぁ つて, 大 正 の 初期 に は , 銀 を 稼 行 の 対象 と し て いた 。 当時 は , お も に 0m HH 
か ら 上 部 で 探 掘 され て いた が , 現在 で は -275m HE CHSC SH, お も に , -90m HY 
下 で 鉛 ・ 亜 鉛 ・ 硫 化 鉄 が 稼 行 され て いる 。 


* 北海 道 立地 下 資 源 調査 所 ・ 
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ZOPINZOW Cd, 渡辺 人 久吉), 小林 儀 一 郎 *), 金 
の 再開 以降 に は , 太田 垣 享 5), BRR, 土 
ね れる 。 BH bd, BG 
鉄 体 と 富 鉱 体 の 関係 に つい て の べ , その 


回 は , その 鉱物 


され て いる 赤 鉄 鉱 の 磁 鉄 鉄 化 現象 を みとめ た の で , 報告 する こと と 
HAO AERC, BGRGK - BIE Bey AVG LRAT SARE 1 


HRGA & Sc de L re 


Zine 


ESRI OSU), すでに 先 年 , 
鉱 化 作 用 の 尾 格 に つい て 言及 た や )。 
tk 生 の 関係 を 研究 中 , RBUKIERROBAKI, きわ め て 例 が 少な い * と 


3), 渡辺 武男 や 昭和 25 年 


田 政 


BOE"), 大 町 北 一 郎 *" ら の 調査 研究 が み 


筆者 の 1 KRM, 


今 


eS ES aa i‘ 


部 が , BrvAvGkRHRo H, や CO A EOBRMICKOT, RHE CBA SNS 


TARE CHE IE S 11, REGS 


祭 結 果 か ら そ の 産 状 を の べ , BOGE EAC CH 


Mee 


な お , こ の 研究 を 
ww た だ いな だ 。 Ke, KATE 
師 か ら 助 言 を 寄せ られ , & 
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5; Ris, 6; BRS, 


(ED Are 4 Ck. 


SIGUE RAMA AS 


ヒ し た と 解 さ れる 現象 で ある 。 こ こ に , HARB ELUBERT OR 
痢 を 願う 次 第 で ある 。 
CRE AA RABE, fi 


橋 三 男 助 教授 か ら # 


一 郎 講師 と 北海 道 立地 下 人 盗 源 調査 所 斎藤 仁 副 所 長 , MRR 


if 


羽 鉄 山 阿古 目 邦 夫 , 岡部 源次郎 の 両氏 か ら は , 


ty & ROR 


3; (ARS, 4; 北見 


7; BSH, 8; Ad 


$i 
CIR 


$8, 9; (eisa, 10; HeSSh, 11; FEPASH, 12; 
14; ARISE, 15; 越後 鍋 


騰 振 鐘 , 13; Wash, 
16; =yaysti, 17; FARESE, 


FNS, 通 洞 第 1 号 ~ 第 6 Silo 


5, 


18; Boy bb 


調査 の 際 , いろ 
いろ と 便宜 を 与え られ た 。 図版 は , 
北海 道 立地 下 AANA BSS 
FRO, 分 析 は , FERRARO, それ 
ぞ れ 労 を わす ず すわ に じ な だ Willy で 
厚く 感謝 の 意 を 表わす 。 


2. 地質 お ょ び 鉱 床 の 概要 


地 質 鉄山 の 附近 は , い わ ゆ る 
グリ ー ン ・ タ フ 地 域 で ある 。 緑色 
Bikes k VAMPRUSRStE 
体 と し We: Be Maen eee 
ba, さら に , 石英 粗 面 岩 , GZ 
KRU, 玄武 岩 な ど に ょ つて 貢 ぬ 
か れ て いる 。 これ ら は , 岩 質 と 層 序 
と か ら , 新築 3 紀 中 新 世 訓 終期 の 
BWOEBRSENTWHIWY), 

fh PR 鉄 床 は , 緑色 凝灰岩 , 変 


1943. 


: 北海 道 鉄山 学会 誌 , 11, 1 へ 6, 1950. 
斎藤 昌之 ・ 土 居 人 繁雄 ・ 杉 本 良 也 : 鉱山 地質 , 2, 238, 1952. 
SESRME : 5 万 分 の 1 地質 図 幅 定 山 渓 説明 書 , 1953. 


BZ : 北海 道 鉄山 学会 誌 , 11, 29~32, 1955. 


1) WAS : Ghats, 16, 1913. 

2) 小林 儀 一 郎 : 鉱物 調査 報告 , 24, 1~49, 1917. 
3) 金田 政 一 : 北大 理 地 伏 卒 論 , 手記 , 1941. 

4) 渡辺 武男 : 北海 道 地質 見 学 案 内 書 , 

5 山戸 四郎 ・ 佐 々 木 久 ・ 太 田 垣 享 ・ 

7)11) 

8) 大 町 北 一 郎 : 北海 道 地 質 要 報 , 21, 38, 1953. 
9)12) RERTSe : 北大 理 地 鉱 卒論 , 手記 , 1953. 
0) 斎藤 


1950). 


最近 , ABW, SRG CRRGMCOMRE ALM COZ (地質 56, 234~235, 


Tt 3 WP WSS 17 


PKU as LORE AACE Zo WDM SRBOKMMEGMMRCH Sw ま ま で 発見 され 
た 鉱脈 は , 20 を 越え て いる が , AAO ADS, WE - Tw - RO 3 群 に わけ られ 
る (第 1 図 参照 )。 前 の 2 者 は , 鉛 ・ 王 鈴 ・ 硫 化 鉄 を お も な も の と する 石英 脈 で ある る が , 
後者 は , 鉛 ・ 亜 鉛 に 逐 し トマ ン ガ ン ・ 方 解 石 脈 で ある 。 こ れ ら の うち , 現在 稼 行 され て い 
る の は , 元 山 鉄 脈 群 だ け で ある 。 

元 山 鍼 脈 群 は , お お よそ 10 OGRA 5 MIEOTHSo E-W 方 向 の も の と , NW 方 
向 の も の と で ある 。 前 者 は , この 鉱脈 群 の 主 脈 と いわ れる も の で , BML, その 延長 に 
雇 行 し て 達 な る 但馬 負 と で ある *。 後 者 は それと, ほぼ 45° に 交わ る 分 岐 脈 と い われ る 
VOC, 北見 ・ 天 塩 ・ 石 狩 ・ 十 勝 な どの 負 で ある 。 BHO 1 人 斎藤 は , E-W 系 統 の も 
Dis FZ, NW AiO ORAM EBAY, 今井 秀喜 は , NW 系 統 の も の を , (A 
馬 負 る ふく め て , 2 BBL ONK?), 

BSMOCRERI, 約 500m で あり , 但馬 負 の 走向 延長 は , 現在 まで に 確認 され た 
だ け で , 1.000m を 越え て いる 。 負 巾 は , 10m を 起 え る こと が めずらし く な い 。 (ABM 
で は , 20m に 達する 個所 が ある 。 こ れ に 対し , 分 岐 脈 と いわ れる も の は , 1m て い ど 以 
下 の も の で , 走向 延長 も る , ほとん ど が 100m WAIL FESO 

FESS kU BROS d AGRA IX, BHKSK-HIAGK- PIR PAGK C, 黄銅 鉄 ・ 銀 鉱物 
・ 赤 鉄 鉄 な ど を と も な い , MABME LCi, BR Bev avo: HHA ERBSTS 
れる 。 そ の 品 出 は , 大 きく みて , (BR-BRA)— (HEMM-AAUL-RAM-BR 
っ 凄 マ ン ガ ン 鉱 ・ 方 解 石 ) の 順 を 追っ た と み ら れ る (第 2 図 参照 )。 し か し , その 機構 は 
遂 列 鱗 を と も な つて 行わ れ た 優勢 な 黄 鉄 鉄 化 に よっ つて 代表 され る 鉱 化 期 と , 張力 列 匂 の 
形成 と 歩調 を 一 に し た , BORRRAGK - WHAGLIR CHES NSGMEML, 2OK AML CS 
えな けれ ば ぼ ば ならない 。 BYRGASK - TIPOGK CHES 1 SHUCHMNL, Wd) STOLE OTB 


第 2 図 SS Baie de Wa 


* 従来 は , E-W 方 向 を と る 主 脈 は 播磨 鋼 だ け で , 但馬 鋼 は , 北見 ・ 石 狩 な ど と 同じ 
よう に , それ に 交叉 する 分 岐 脈 と 考え られ て きた 。 

1) ARSS : aH, 1955. 

2). 今井 秀喜 : 鉄山 地質 , 5, 73, 1955. 
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を と る 脈 で , 締 状 構造 や 橋 状 構造 が よく し め さ れ て いる 。 

母 岩 の 変質 作用 と し て は , 広域 に お よぶ も の と し て , 緑 泥 石化 作用 ・ 炭 酸 塩化 作用 ・ 翼 
い草 長石 化 作 用 ・ 球 化 作用 ・ 黄 鉄鉱 化 作 用 な ど が み ら れ , 鉄 脈 附 近 の 局部 的 な 変質 作用 と 
し て は , BRAILLE LER, 絹 圭 母 ・ 石 英 化 と モン モリ ロナ イト 化 が みとめ られ , = 
れ に つづ いて カオ リン シン 化 も る み ら れ る 。 


3. 赤 鉄 鉱 と 磁 鉄 人 鈴 の 共生 関係 


産 状 豊 羽 鉄山 で み ら れ る 赤 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 は , 張力 列 接 の 形成 と 歩調 を 一 に し た , 
PQHRGAGK - RAG CREE S NS GCHHORENCALDOSNSA DOT, IAG Biag— 
RRB By AY SIRO 1 部 に , BEL CHET So DC OMGRK L RMOE 
関係 が , と くに , いち じ る し くみ と め ら れ た の は , BBAPMO -150m HR 4 SOK 
ARC HOR, 両者 の 共生 関係 を 観察 で きた -150m HEU -120m HD, K5tKED 
TAWA, 緑色 凝灰岩 と , その な か に 爽 在 する 黒色 頁岩 に 塗り わけ られ る 。 負 巾 は 
10m に 達する 。 この 10m に 達 す 鎧 の 内 の 巾 は , 母 岩 の 交代 作用 に は じ ま る 黄 鉄 釣 化 が , 衣 
断 歪 力 を と も な つて 激しく 行わ れ た , BRK kLOTREANKS SLTA SK, PEM 
鉄 ・ 方 錠 鉱 の 優勢 な 鉱 化 作用 が , 鋼 の 内 に 集中 し た 張力 列 劉 を 埋め て 行わ れ , Bolter 
DCHSo — OPS - HME SMI L RC, 石英 や 凄 マ ン ガ ン 鉄 な ど が , 
卓 洞 を 形成 し た り , 卒 隙 を 埋め た り し て いる 。 こ の 石英 や 凄 マ ン ガ ン 人 鉱 の 多い 部 分 に , HK 
鉄鉱 が 附 随 し , その 1 部 が 磁 鉄 鍛 化 し て いる 。 

第 3 図 は , BM -150m HR 4 号 に お いて , 赤 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 の 生成 関係 を し めし 
て いる 部 分 の スケ ツチ で ある 。 

(1)~(2) は , 鉱脈 生成 の 先駆 を な す 鉱 染 期 を し めす 部 分 で ある 。 母 岩 に は 歪 が 加わ り , 
RAUL, ある い は , MRGURE ROT, 百 色 細 灯 の 石英 が と も な われ て いる 。 
(3) は , 中 期 品 出 期末 に み ら れ る , 多量 の 石英 の 品 出 に 関連 し た 変質 部 で ある 。(4) は, 中 
期 品 出 期 お よび 後期 唱 出 期 の 硫化 鉄 物 の 品 出 に 関連 し た 変質 部 で ある 。(5)~(10) は , 中 
期 便 出 期 の 主要 部 を 形成 する も の で , その 初期 に は , PUIG - HIMGKMS RIC RHL, 
OSV CRRA MLR, 末期 に は , BRORME, マン ガン 方 解 石 が お お つて いる 
の が み ら れ る 。 (5) は , この スケ ツチ で は , PAHLIGK - WESK - MHRGK - BPMIGK: EO, 
統 蜜 な 塊状 部 分 と な つて いる が , CN GIGO TRE CHAT ZL, PURO - HOS - A 
鉄 鉄 な ど が 大 き な 結 品 と な り , 美しい 締 状 構造 を つく つて いる 。 (6) の 黄 鉄 鉄 は , 3.03 
LUE TH SM, BEE O % Ort, a(100) HEU e(210) の 単 形 お よび それ を 主体 と す 
る も の , すなわち 6 面体 ~5 角 12 面体 型 で ある 。(7) は, 硫化 鉱物 が 多量 に 品 出 し た 
あと の , 末期 石英 で あり , それ が , より さき に 唱 出 し た 硫化 鉄 物 に 接し て , 急冷 し 低温 状 
態 に な つた と 考え られ る 部 分 は , (8) の よ ょ うに, 乳 自 色 微粒 の 石英 に な つて いる 。 そ し て 
その 中 に , 赤 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 が みなみ られ る 。 こ の 末期 石英 を 鏡 下 で 観察 する と , 径 0.08~ 
0.5mm の も の で , 波動 消 光 は , ほとん ど み られ な い 。 ま た, 割 目 も 少な く , 無色 新鮮 な 
OCHSo MOL IAM, や や ゃ 細 粒 で ある が , 中 央 に 向 つ て 伸長 し , 脈 の 中 央 は , 非常 
に 粗 粒 に な つて いる 。 チ リ 状 物質 は , ほとん ど み られ な い 。 この よう に, 交代 的 な 要素 
は み ら れ ず , 明らか に , BRED CERL IBA うか が われ る 。 乳白 色 の 部 分 は , 径 
0.02~0.06mm の 細 粒 と な つて いる 。 (9) は , 末期 石英 の あぁ と に つづ いて 品 出 し た , B 


we HH MR 19 
VV AVEC, BHMOHE YD HSN 第 3 図 ARGS REP GKO AL MBAR &e LD 
NVA ODO CHS LO eb AD YF 
マン ガン 鉄 の 附近 に み られ る 初生 We 
PRB, 2 REABRB kU 
PAIL OCW S34 OD MRBwo 
(10) ix, 赤 鉄 鉄 お よび BRA CH 
oH 4 Melo TEGic, FLA 
(SCHL EPCRA ES EIR の 水 
TBM, その 周辺 部 か ら , 灰 黒色 
の 綴 密 な 集合 体 あ る い は 針 状 DE 2 
TORE HIZB OD TW Zo この Ne 
2 REAR L, さら ちら に, その 周辺 
部 や 中 心 部 か ら 磁 鉄鉱 化 し て いる 。 
磁 鉄 鉱 化 の 後 も , BEKO BARI 
EMEA, Be ELS 
の が み ら れ る (第 5 図 , 3 お よび 第 0 em 
5M, 4 参照 )。 (11) へ (13) は, 
いわ ゆる 後期 品 出 期 の も の で , さき ES + ES > fe) Pal: 
(VoL EA RMPIR を 切 つて い #18 WN 9 0 Zu Me Be 
Bo 1; 黒色 頁岩 , 2 ; SOROMRGUIR, 3; 強 理化 部 
向 誤 的 履 暫 初生 赤 鉄 人 鍼 は , いわ 4; GRR VE AGES, 5; TARGCGK, GOSK, 黄 鉄 鉱 
ae Se ge ate & SVC RRO MRE hia CHER SUT WV SB BUH 
atnea sto goss gem CRM 8: PBIRRE, 7: a aI 
=o EIMARDIS RUM BK, 8; MACAM EK, 9; Bey aye 
TLARGRSL (GAHKBL, 針 状 赤 鉄 鉱 ) で , マン ガン 方 解 石 ) 10; ABGB EUR, 11 
肉眼 で は , 灰 黒 色 統 密集 合体 また は ; He f~ site EAP ook, «12; ROHS, 
RRA 1 Tu. B, RYeeKIs, A 13; 透明 長 柱 状 石 英 お よび 品 洞 。 
AR Clk, 鉄 黒色 統 密 集合 体 ま た は 尊 


状 結 晶 で , きわ め て 磁性 が 強い 。 第 4 図 微粒 石英 中 の 赤 鉄 鉱 と 磁 
in Ai Ar J) Re 
2 TRAD & WEGRGKIL, & <¢ CBU, DARE 


相 伴 な つて み ら れ る の で , 肉眼 で 区 別 す る こ 
と は 困難 で あぁ る 。 ま た , 分 離し て 化学 的 に 只 
味 す る こと も る も むずかしい が , 反射 頭 徴 鏡 下 で 
は , 明暗 に 区 別 さ れる 。 
Rat AE FORE 
(a) 2 RAAB IE, FPGA 
くら べ て , や や 青 味 を 帯び た 感じ の 暑い 灰色 
で , PYHRGSGK E YI, や や 明る い 。 硬度 は , 
磁 鉄 鉄 よ り も や や 高く , HAVERDS. Bak 
反 褒 は , す べ て の 試薬 に 対し て 反 褒 しない 。 Q; SLE eck, H; aka ekg 
(b) PEskGK 。 反射 色 の あぁ あまり いち じ る ろ る M ; 鏡 鉄 鉱 「 磁 鉄 磁 , Po 黄 鉄鉱 。 
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Reh Sy an ATG °F, 
1. A; 赤 鉄 鉱 , M ; 磁 鉄 鉄 , Q; URE, 2. M; 磁 鉄 鉱 , H; 赤 鉄 鉄 , 

REAP OAR, その 周辺 部 か ら 磁 。 赤 鉄 鉄 が 交代 され や ゃ すい 部 分 か ら 磁 鉄鉱 化 
POMEL TWH (x95) WON Bo 99) 

3. M; 磁 鉄 鉱 , HH; apekok, P; Taskor, 4. M; 磁 鉄 鉱 , P; 黄 鉄 鉄 , Q ; 微粒 石英 , 
赤 鉄 鉱 が 磁 鉄 鉄 に よ つ て 交代 され , これ ら THR GAARA DOr), 囲ん で 品 出 し 
の 鉄 物 が 黄 鉄 鉄 に よっ つ て 切ら れる 。 (x95) SOU ary (OS) 


sS っ 


OTIC RRC HNO,(1:1), UD 
KCN, FeCl;, KOH, HgCl, 7% EMMA L CRIS Ao 硬度 は nics oe 
鉄 鉄 よ り も , わずか に 低い 。 

(C) 赤 鉄 鉄 の 磁 鉄 鉄 化 作用 2 WAR AR GR GK IL, 普通 , 径 0.02 x0. 08 mm へ 0.04 x 
0.25 mm ぐら い の 統 寂 集 合体 , また は , 長き さ 0.04~ 数 mm OSHS SCBBORM GE, 
を し て , 乳 自 色 統 粒 石英 中 の 水 赤 鉄鉱 の 周辺 部 に ある 。 と くに 針 状 結晶 の 場合 に は , 第 5 
BM, 1OXGK, BHROBRE CSC LESDPLU< Bw. の 針 状 結 品 の 場合 は 周 
JED > © REREAD HED, 針 状 赤 鉄 鉱 の 仮 像 を の こし て いる も の が 多い 。 統 密集 合体 の 場 
合 は , 周辺 部 ある い は 中 心 部 か ら 磁 鉄鉱 化 が みなみ られ る が , や は り , 第 5 図 , 2 の ょ うに , 
周辺 部 か ら 交 代 さ れ た も の が 多い 。 交代 作 用 が 広範 囲 に 進む と , 中 心 部 に , 赤 鉄 鉄 の 部 分 


we oe RM ox a1 


が , わずか みとめ られ る て い ど と な り , 周辺 の 磁 鉄 鉄 化し た 部 分 に は , FRRGKORARO 
部 分 が 残留 し , 外縁 は , まつ た く 磁 鉄 鉄 に か わ つ て いる 。 な お , 磁 鉄 然 化 の あと に る も る, 破 
PAVERS FU 2S RRROGHMSOSL, 第 5 図 , 3 お よび 第 5 図 , 4 の よう 
に , HBA, cross-cutting structure を し た り , 磁 鉄 鉄 を 取り 囲ん だ り し て いる 。 

化学 成分 DEAR EDT L HERI, つぎ の 表 の 通り で あつ て , 水 赤 鉄 鉱 (turite) 1 
の 分 類 に ぞ く す る も の と 考え られ る 。2 次 生 赤 鉄 鉄 と 磁 鉄 鉄 は , 鉱物 が 微細 で 分 離 が 困 
難 な た め , 分 析 は で き な か つた な た 。 


Total’ 2) H,02. OO Fe,0, | FeO 

Fe (96) (96) | | | 6) (96) 
de Be Gk NM | 57.18 1.19 5.95 2.38 | 61.88 | 17.38 
KR GB | 59.92 1.03 5.14 5.14 | 66.80 | 16.62 


4. 磁 鉄 鉱 化 作用 の 成因 に 対す る 考察 


鉱床 母 岩 に 働い た 構造 運動 は , WOT Md 5 RAB CTEM LEA, それ に 対応 
LC, 鉱 化 作 用 る 黄 鉄鉱 の 鉱 独 , 黄 鉄 鉱 細 脈 群 の 形成 か ら , さら に , Swe Ae dsm 
関 重 鉛 鉄 ・ 方 鉛 鉱脈 の 形成 へ と 発展 し て い Ao CORSE HOKE SHICHI 
BACHE ORM, 温度 の 降下 と 鉄 液 成分 の 変化 に よ つ て , と くに 黄 鉄 鉄 を 多く 品 出す 
る と と も に , その 1 部 は , 初生 赤 鉄 鉄 の 品 出 と な り , さら に 1 部 は , 脱水 に よ つ て , 2 次 
生 赤 鉄 鉄 と な つて いる 。 こ の よう な 時 期 に は , H,O S SiO。 に も と み , 比較 的 多量 の 
CO, を 落 解 し て いた と 考え られ , 石英 を 多量 に 卓 出 する と と も に , その あと に は , He 
ン ガ ン 鉄 や マン ガン 方 解 石 の 品 出 が みち られ る 。 こ の よう な 鉄 液 の 性 質 は , 温度 の 下降 と と 
も に , H, OBA EM, CO。 に と も な われ た CO な どの 影 絡 で , 赤 鉄 鉄 を 選 元 し , BK 
鉄 化 し て いつ た と 考え られ る 。 こ れ は , BVVYAVYHGOSZCHIO, 乳白 色 微 粒 石 英 中 に 
か ぎ つ て , 磁 鉄鉱 化 の 現象 が みち られ る こと か ら 推 定 さ れる 。 


Bs ae eee, 


SMBUS, WVDOATY —v - 7 THORMORBBVKERIRKCHA. COGS, G+ TE 
SB > BRUCE BRAT L TW SM, SHICIAGEL T, まれ に , 赤 鉄 鉄 や 磁 鉄 鉄 が み ら れ る 。 

この 磁 鉄 鉄 の 存在 に よっ つ て , 注 処 高温 状態 (xenothermal condition)*) の 特殊 な 生 
成 環境 を 考え る 場合 も ある が , 豊 羽 鉱 山 の 場 合 に は , すでに の べた よう に , 鉱 化 作用 の 素 
期 に 近く , 仮 液 の 変化 が も た らし た , 泌 和 熱 水性 久 脈 中 の 局部 的 な 選 元 作用 に よる も の と 者 
えら れる 。 

また , maghemite の 問題 も ある 。Newhouse3) な ど に よれ ば , maghemite is, 磁 鉄 


1) Spencer, L.J. : Min. Mag., 18,339~348, 1919. 
2) Buddington, A.F.: Econ. Goel., 30, 205~222, 1935. 
3) Newhouse, W.H., & Glass, J.P.: Econ. Geol., 31, 699~711, 1936. 
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GkA LAG IC LO CHILL . RRS T ZL ECAMENS LW 50 LPLEDAUT 
は , FACES COMMBAR CL, martitization は , あま りみ られ ず , 赤 鉄 鉄 そ の も の の 
ME, 反射 光 は , や や 青 味 を 帯び た 感じ の 暗 灰 色 で , 異 方 性 で ある 。 こ れ ら の こと か ら 
maghemite O#FElLBAENAW LIFTS, 豊 羽 鉄山 で は , maghemite DAMA 
社 は そろ つて いな か つた を = 現在 まで の と ころ 考え ちら れる 。 

な お , 磁 鉄 鉱 化 作用 が み ら れ る 場所 は , 現在 まで の と ころ , 官 鉄 体 の 部 分 に か ぎ つ て い 
So BUKORAL, 興味 の ある 事実 を 示す も の と 思わ れる 。 


ARSE LU SASL ARICA ONZRREBR ROVE 


Effect of quartz-porphyry dike on the pyritic ore body 
in the Yanahara mine 


東 元 定 me (Sadao Higashimoto)* 


Salle: ces SO 
Ht SAAR EAR RODD - KOS - BR - GRERUBBIUERSL YO な る 複合 
岩 部 層 (Complex member) O—#E2e{0L CET ZARMAISER MOL Vy AROK 
POA ED 7S. SPRITE RR, 破砕 作用 ・ 熟 変成 作用 ・ 流 動 化 作用 を うけ て いる 。 録 
床 を 構成 する 鉱石 は , それ ら の 運動 ゃ 環境 変化 に 対応 し て 変化 し て いる 。 こ こ で は 岩 脈 の 
貧 入 に よ ょ つて 生じ た 鉱石 の 変化 に つい て の べ る 。 
岩 WR 
7AM RGR CBRE & 4) S zs WIR, ABE LHL OMRICRTSZLORHSZ. 筆者 の 
FMEA ORR, 石英 斑 岩 は 白亜 紀 末 の 貫入 岩 で ある こと , BEL, それ は 白亜 紀 花 
far off shoot?) で あろ うと ゆう こと , また 協 岩 に は 古 期 麗 岩 と 新 期 麗 岩 の 二 竹 が 区 
別 さ れ , 前 者 は 動力 変成 作用 ( 二 畳 紀 末 ) 以後 で , BER VE (BRAGA) DRO BAECS 
り , 後者 は 第 三 紀 の 紀 入 岸 で ある こと が 判っ つて いる 。 
RAT OS BRB Z IRAN RANA BN So SAKE DC OBIRE OBR YF 
で あぁ あり, Brown?) 23 Normetal CHM L 72k 5 2GEROMRALH Zi Wo SRR E HS 
脈 と の 間 に 緑 泥 石 の 薄 層 (市 1 cm 以上 ) が み ら れ る こと も ある 。 岩 脈 の 近く で , SAR BS 


Hl 


鉄 鉄 が 磁 硫 鉄 鉄 また は 磁 鉄 鉄 に 変化 し て いる の が 観察 され る 。 苦 脈 に 直接 し て , Beek 


"広島 大 学 理 学部 地学 教 裳 
1) Kato, T.: Jap. Jour. Geol. Geogr., 1, 77~116, 1922. 


2) Brown, W.L. : Str. Geal. Can. Ore Dep., Can. Inst. Min. Met., 683~692, 
1948. 
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存在 する こと も ある 。 そ の 場合 に は , AKG BRS NTSB 
この 岩 脈 の 厚 さ は 4~7MCHY, 走向 は NS で あぁ る 。 岩 脈 は 鉱 体 を 垂直 に 切 つ て い 
る 。 岩 脈 の 中 央 部 は 斑 状 組織 を 示し , 径 5 mm 得度 の 石英 ・ 長 石 の 斑 品 が み ら れ る 。 周 
辺 部 は 細 粒 で あり , 肉眼 で は 斑 品 を 識別 し えな く な る 。 中 央 部 の 岩石 を 検 鏡 す れ ば , 石英 
・ カ リ 長 石 と 少量 の 雲母 ・ 鈴 長石 の 斑 品 と それ ら の 間 を う づ め て い ZHER AZORES 
観察 され る 。 AWROR ALL ROBRRON AV BERL MERA OBE ENR 
- BROU < Clk, 岩 脈 自身 も 多少 変質 し て いる 。 す な ね わ ち , MiAVCHL CUZ BBE 
を 検 鏡 す れ ば , その 班 品 長 石 は 絹 雲 母 ・ 方 解 石 に よ つ て , ERR RVEEI £O 
て 交代 され て お り , 石英 も まれ に 絹 雲 母 に よ つ て 交代 され て いる の が 観察 され る 。 BIE 
有 絹 雲 母 ・ 方 解 石 ・ 緑 泥 五 に よ つ て 交代 され て いる 場合 も ある 。 


戸 英 斑 岩 に よる 鉱 互 の 変化 


右 英 斑 岩 々 脈 の 近く で , 黄 鉄 鉄 は 磁 硫 鉄 鉄 また は 磁 鉄 鉱 に 変化 し て いえ 。( 第 1 BBR) 
_ AGO, 最大 Sm, ふつ う 数 cm へ ~10 数 cm で あえる 。 岩 脈 に 直接 する 所 で も , GK 
ー 物 学 的 変化 が み ら れ ず , 単に 破砕 作用 の み を うけ て いる 部 分 も ある 。 変 化 帯 の 鉄 物 は 主 と 
」 し て 和 磁 硫 鉄 鉄 よ りな る が が, 変化 帯 の 由 が ひろ い 場 合 に は , HIRO COR BA られ 
Bo 変化 帯 の な か で , 主として 磁 硫 鉄 鍼 より な る 部 分 を 和 磁 硫 鉄 鉄 帯 と 呼び , ELL CR 
鉄 よ りな る 部 分 を 磁 鉄 鉱 帯 と 呼ぶ こと に する 。 
か か る 変化 帯 は , (1) それ が 伝 体 
DA BRER 72 WRC 726 CO 6 1 SM StAteesM 2LI7, AL21 
みみ 普遍 的 に 見 られ る こと 。(2) AIR な 
VKAERABAL Eb の で あぁ あり 
BELAY PANS ROEE & EKA AD 73 
能 性 が あぁ つた と 考え る こと 。 (3) 
鉄鉱 の 磁 硫 鉄 鉄 ま た は 磁 鉄 鉱 へ の 
変化 は 理論 的 に 可能 で あり , 実験 的 
に も 確か め ら れ て お りり 天然 に も 


hae is ; Bae ty 
ee eee nove: \ 7a 
4 Ejs Lie 


に 


EN 
eatery 


EOCEUROOD & HENS 


ee Lee 6-2 石英 安山岩 3 ASE 
EEL CHM Y AD, ご く 少 ee ee 


1) Allen, E.T., Crenshaw, J.L., Johnston, J., & Larsen, E.S. : Am. Jour. 
Som oo 168~250) 11912) 5 7s anorg. Chem, 76, 201~273. 3 Allen, Boi & 
ompard Kab = Am. Jour Scr, 43, 175~195, 1917.; Burg, S.: Z. prakt 
Geol., 42, 177~192, 1934. ; Eitel, W.: Abh. Senckenb. Nat. Ges., 37, 139~ 
176, 1920. ; Ramdohr, P. : Die Erzmineralien und ihre Verwachsungen, 
Berlin. 1950. 

2) Brown, WI. ay, 1948, ; Hotz) P.B:; US. Geol. Surv, Bull., 1950, 
969-A.: Ramdohr, P., & Lohmann, G.: 未 発表 , (Die Erzmineralien usw. p 31), 
1932. ; Stevenson, J.S., Econ. Geol., 32, 335~ 363, 1937. 
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第 一 表 SOM (Vol. 9 


Bi DK Gh | WABKK | 磁 鉄 鉄 PANG OK | HOR BK | IR 石 

BR Rk A 8 2 | | 1.9 e035) 6 es 
y 925 | | Cee | 4.2 

TE Bt GR GK AE e732 | —6.3 | xs | i 
の 761 | | 2-95 fl 0 

Re Rok we | 10.1 Re 2 484° | Os 39.4 


1. Asis x<100 2. BiIRIS kO CHES Be x 450 
3. BERG (ES) を 交代 する 磁 硫 鉄鉱 URN) x 450 


4. 磁 硫 鉄 鉄 CRE), BetaGk (特色 ) POREEAek URC) IRGC 
a ALN \ a)» F J Site A) BEE era, Y に ゴ KA 黒色 : 
(Rama) x450 ; ) MRE Gs) 
5. REGKSK (RES) AVE EES: (灰色 ) 方 解 
pia a UD eet RICE! cai oe PG (fs) 200 
6. SHA: OPSARA SRR (BEARAKAR) NaI 5 1800 


ws, BS 25 


EO PARK BRISK - BIEH LUMIER EES (H 1 表 ・ 第 2 図 参照 )。 

FERMI LIGELR C, 3.0 5 RIBERA Eo LAL ABLEL TWSBF, ENNIS 
石英 中 に 突出 し て 結晶 面 の 発達 する Odman) の いわ ゆる ‘‘druse” texture を 示す る も 
の が あぁ ある 。 石英 粒 の 粒 間 を みた し た り , それ を 交代 する 場合 も ある 。 ま た , 石英 脈 に 切ら 
れる 場合 も ある 。 円 滴 状 の 黄銅 鉄 ・ 隊 亜鉛 鉄 を 包 有 する こと も ある が , 黄 鉛 鉱 ・ 関 亜人 錠 鉱 
に よっ て 交代 され る こと も ある 。 

変形 , 双 品 は 見 られ な い 。 BE, 帯状 構造 が ぶつ うに 見 られ る 。 十字 = コル で 完全 消 光 
せ ず , 異 方 性 を 示さ な い 。 

GAM ¢ POAESAM & HRSA AL ORTH F 7A L L CHET S も の LRR 
録 粒 中 の 円 滴 状 包 有 物 と し て 存在 する も の と が ある 。 ふ つう , RH & PU BAGKILIEFEL 
THY, 両者 は な め ら か な 境界 を も つて 接する 場合 と , ARRIBA NEO ES 
状 に 包 有 され て いる 場合 と が ある 。 図 亜 鈴 鉄 中 の 黄銅 鉄 懸 滴 は , ほぼ ーー 様 に 分 布 し , 各 湾 
が 単 一 結 品 より な り , し か る も 交代 や 同時 沈 江 に よ つ て 生じ た 証拠 も な い の で 離 深 に よ つ て 
生じ た も の と 推察 され る 。 

! BR PASK & PQHEGOSK LILO YH, 双 上 唱 が ふつ うに 見 られ る 。 帯状 構造 は 見 られ な い 。 

変形 , 破砕 な どの 動力 作用 を うけ て 生じ る 組織 は 見 られ な い 。 攻 鉛 鉱 の 異 方 性 は 弱く , 府 
BEL HM, その 内 部 構造 を 認知 し そえ な い 。 

BRL, 黄 鉄 鉱 形成 前 に 品 出 し , 黄 鉄 鉱 に 交代 され る も の と , 黄 鉄 鉄 粒 を 切 つ た り , 
その 割 月 を うめ た り し て いる も の と が ある 。 後者 は 黄銅 鉄 ・ 関 亜鉛 鍼 お よび 緑 泥 石 を 伴 
つて いる 。 両者 共 , 結 品 外形 は 不 規 則 で , 微量 が か みあ つて お り , 波動 消 光 を 示す 。 卓 出 
後 , 動力 作用 を うけ た 故 で あろ 3 。 

RIEBI Of DREL, 淡 緑色 の 多 色 性 と ご く 副 い 複 屈折 を 示す 微 唱 で ある 。 黄 鉄鉱 
の 粒 間 を うめ た り 割 目 を うめ た り し て いる 。 

Bit t#OMEA 

前 述 の 如く , BCH REA CR COW on, MATRRKR ADE RS 
々 脈 に 接する 所 に あり , RELA ORB ONBOARD ABRIL CE 
する 5 

KB MR Mh 

ELL CRRBRIN GRY, SRP, RR, 石英 , mE, MATH I A 
HESAGK & PAGO BlL—HEL TW o PR OAYTHEL EWM > So 石英 , HVE 
石 の 量 は ほぼ 一 定 し て いる 。 絹 雲 母 は まれ に 存在 する 。 原 鉱石 に 比 し , BH, 緑 泥 石 の 量 
は 増加 し て いる 。 BE, RIEAIRD 1514S C6 PROM, 磁 鉄 鉄 を 伴 つ て いる 
部 分 も あぁ る (第 1 表 , 第 2 図 参 照 )。 

磁 硫 鉄鉱 は 原島 石 中 の 黄 鉄 鉄 よ り 直 来 す る も の と 思わ れる 。 ふ つう 他 形 粒状 で て ある が , 
石英 中 で ''rectangularior square outline’ を 示す こと が ある 。 ま た, RBA LR 
鉄 鉄 帯 の 境界 附近 で は , 黄 鉄 鉱 が 磁 硫 鉄 鉄 に 変化 する 過程 が くわ し く 観察 で きる 。 ま すず , 
黄 鉄 鉄 の 尊 の 周辺 や 割 目 に 磁 硫 鉄 鉄 を 生じ , そこ か ら 交 代 を は じ め ‘sea and islands'” 
組織 を 示す 中間 段階 を へ て , 磁 硫 鉄 鉄 の み に な る (第 2 図 参 照 )。 


1) Odman, D.H. : Sver. Geol. undes., Ser. C.,438, 1~190, 1941. 


26 BB RD OR A & wb 


PPAR SPAHERAGK LISD S OUABRESOTHL TS BH MUEAK LO THA 
れる こと が ある 。 和 硫 破 鉄 鉄 の 自 形 結 品 を 包 有 する こと が ある 。 

SHSM ISP WOK LBRO CWS 両者 が な め ら か な 境界 を も つて 接する 場合 と 
MODI MERU ASENSZBRL BD る 。 後 の 場合 の 懸 滴 状 に 分 布 す る 
MCAS, 3.05 EVER, ENIAC, 規則 的 に ほぼ 一 様 に 分 布 し , AE SAM 
な 同じ で , 単 一 結晶 ょ りな り , MEBRRIZLERMRACHLES| CLEVE, RCA 
REY C LOCA EEMY UW OC, MAI LOTEURYOLBASLNSo We, 
BRAPODOVEELT, より 細く , その 分 布 は より 規則 的 で ある 。 

双 上 晶 が よく 発達 する 。 双 卓 片 の 巾 は 同じ で な く , 双 品 面 は 平滑 で あぁ あり, よじ れ た り , 切 
NID URW BAB) KAHODLW RACHID 0 

POSSAS IRR, BRAG LAD LHOABARE LOTHL COSo RMR A 
する こと が ある 。 黄銅 鉄 が 共存 せ も ず , LMOYVBMROT CU KS SRRMA, 懸 滴 状 に 
磁 硫 鉄鉱 微 晶 を 包 有 する こと が ある 。 この 組織 も 離 深 に ょ つて 生じ た も の と 推定 され る 。 
また , そこ で は , 周辺 部 が 内 部 より 濃い 内 部 反射 を 示す 際 更 鉛 鉄 が 存在 する 。 ふ つう 李 語 
双 品 を 示す 。 AIG, 破砕 は 見 られ な い 。 

互 英 に は 原 鉱 石 か ら 由 来 す る 残 量 , その 再 結 品 し た も の , お よび 他 か ら も た ら さ れ た る も 
の の 三種 類 が ある 。 原 鉄 石 の 磁 硫 鉄 鉄 に よる 交代 の 進ん で いな い 部 分 で は , RENAE EAR 
す 石 英 の 残 族 が 存在 する 。 後 か ら 導 入 さ れ た も の は , 緑 泥 石 を 伴 つ て り , BIKROU<S BS 
く , RADA AVEO CHIRKAD CWS 0 磁 硫 鉄 銚 形成 後 入 つて きた も の で あろ 3 う 。 

PRICHCIS BETH CPC TAZVOL, 緑 泥 石 ・ 石 英 脈 と し て 磁 硫 鉄鉱 を 切る る も の 
と が ある 。 共に 淡 緑 色 の 多 色 性 と indigoblue OF BE LEORRERT YL OCHS So 極 
め て 小さ い 結 品 で ある 。 

絹 圭 母 は 磁 硫 鉄鉱 生成 後 , GR, 緑 泥 石 に 伴 つ て 導入 され た 。 小さ い 自 形 の 鱗片 と し 
C, OC DRFET SO 

wt th B 

主として 磁 鉄 鉄 と 脈 石 鉄 物 よ りな り , OK SRORAMGK, PURGK, 黄 鉄 鉱 , RETRERGR, 
FiAGK, BEAN } BK, BGRGKE FRO TUS (65 1 SR, 第 2 図 参照 )。 

RASKGL IS ATG, ARAM EF 7UBEH MRO DEMURE OY, ARASH LE BES 
し て いる 。 IRASKO &ARRBIO MHL BDNSZ RRRERRL て い Zo BRR 
鉄鉱 結晶 中 に 懸 滴 状 に 存在 する 場合 も あ So RRGMORMS HAS 5D CWS RR 
鉄 を 交代 する 場合 も ある 。 BMOMMRRA, RPG, 関 亜鉛 鉄 に 交代 され る 。 

まれ に 双 上 品 , 帯状 構造 が 見 られ る 。 AIG, 破砕 は 見 られ な い 。 他人 鍼 物 と の 離 落 構造 は 存 
在 じ な we 

AMIRI OG PIE 5 mm 以上 の 壮 状 集合 体 と し て 存在 する 。 こ の 集合 体 
は 原 鉱石 と 同じ く , 他 形 粒状 黄 鉄 鉄 が ご く 少 量 の 石英 , 緑 泥 石 , Meek, 図 亜鉛 鍼 を 伴 つ 
て いる も の より な る 。 こ の 集合 体 の 中 の 石英 は 波動 消 光 を 示す 。 黄 鉄 銘 は 割 目 ま た は 尊 
間 か ら 磁 硫 鉄 鉄 に よ つ て 交代 され て いる 。 磁 鉄鉱 や 脈 石 鉄 物 に よっ つ て る も 交代 され て いる 。 
TS < CORRES RIS RGD ‘‘teplacement remnants’ で あろ 3 う 3。 


RRM OZ COMBE (1) MO RMBB k US BIS CARO FE DWE RES 
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の 形成 , (2) KAGMOB RB L WO APBD 5 BERBER ORE, (3) 生成 し た 磁 硫 
KREUK KL SRRRORLL, (4) GK, BRRGRGK SRE GE GK L 脈 石 鉱物 が 交代 の 如く で あ 

る 。 こ の 場合 , 灰色 鉱物 が Birg!) が 黄 鉄 鉄 を 解離 させ た と き 見 出し た 中 間 生 成 物 と 同 
じ も の か どう か , また 立見 ?) が 机 内 で 見 出し た も の と 同じ か どう か は 判ら な い 。 こ の 鈴 
物 は 磁 硫 鉄鉱 生成 前 に 黄 鉄 鉱 中 に 生じ て いる 。 

落 銅 鉱 に は 三種 類 あ る 。 —OLHRME AD Pct OME LL CHEFS YO, 一 
ETE ROR FOGLE, 他 の 一 つ は 磁 鉄 鉄 を 交代 する 細 脈 と し て 存在 する る の の 三種 で あ 
る 。 前 の 二 つ は 原 鉄 石 か ら 由 来 す る の で あり , 最後 の も の は 他 か ら 運 ば れ て 来 た も の で あ 
4530 

POSE SAG CLR RGR ICED NS OOL, 磁 鉄 鉄 と 共生 し 磁 鉄 鉄 を 交代 する も の と が 
ある 。 前 者 は 原 鉄 石 中 に 存在 し て いた も の で あろ 3 う 3。 黄 鉛 鉄 の 微 品 を 包 有 する 。 こ の 和 旬 
有 物 は , OC CEDIA EC, 規則 正しく ほほ 均一 に 隊 亜 鉛 鉄 の 結晶 学 的 方 位 
に そつ て な らん で いる 。 -HRET bb BRKRERMAORM MARIS, BRK, FRGK, 
磁 硫 鉄 多 な ど を 伴っ つて お り , 黄銅 鉄 を 包 有 し て いな い 。 低温 で 生成 し た も の で あろ う 。 

磁 硫 鉄 録 に は 黄 鉄 鉄 を 交代 し 磁 鉄 鉄 に 交代 され る も の と , BHSK, PIMIAGK t Fev BEE 
鉄 を 交代 する る もの と が ある 。 前 者 は 後者 より 標準 試薬 に 対す る 反応 が 弱く , ZAERO RH 
能 高 く (ほぼ 黄 鉄 鉄 と 同じ で , 色 も 黄 鉄 鉄 に 似 て いる 。o), 粒 が こま か い 。 後者 は 前 者 より 
褐色 味 が つよ ょ い 。 両者 共 異 方 性 は 非常 に 強い 。 

ABMS BRB LARS SRR, 隊 亜 鈴 鍼 に 伴わ れる 。 原 鉱石 中 に は 全く 見 られ な 
WENCH Bo 

WAN bMi3.05 AEC, 磁 鉄 鉱 粒 の 問 に 散在 する 。 人 反射 能 高く , 紅色 味 の ぁ る 百 
fC, 十字 ニ = コル で 完全 消 光 を な し , か すか に 異 方 性 を 示す 。 磁 鉄 鉄 より 硬い 。 

硫 箋 鉄鉱 は 自 形 結晶 と し て , 磁 硫 鉄鉱 中 に 包 有 され て いる 。 

IRE GLIA SESE OR RAMON 40% を 占め る 。 Dia, MA, 黒雲 母 と ご く 
SE ORRA, HEE, 石英 より な る 。 方 解 石 以外 は 極め て 細 粒 で , REGRKO Ha & RS 
混合 し て いる 。 磁 鉄鉱 と 共に 黄 鉄 鉄 , 磁 硫 鉄鉱 を 交代 する 場合 も ある 。 

右 英 は 緑 泥 石 と 共存 し , 波動 消 光 を 示し 破砕 され て いる 。 方 解 石 と は 共存 し な い 。 

方 解 石 は か な り 多 く , BARE TURE, 黒雲 母 と 共に 磁 鉄 鉱 と 共生 する 。 RH DlaaAS 
いち じじ る し いい e 

緑 泥 石 は か な り 多 く , 微小 鱗片 で , 淡 緑 色 の 多 色 性 , BUBB LIEOMR ERT. B 
KE Ao, 黒 圭 母 と 密 に 共生 する 。 

Bei LED RH, 淡 福 色 の 多 色 性 と 高い 複 屈折 を 示す 。 

GRAIL DRE L, BRR, 緑 泥 石 と 共生 する 。 

MERIC OR, MILB LRET So 

微量 成分 に つい て 
。 分 光 分 桁 の 結果 に よれ ば , 黄 鉄 鉄 と 磁 硫 鉄 鉄 は 共に Co, Ag, AL Au, を 信 ん で お り , Ni 


Dy Birg, ‘S$., 1934; 
2) Tatsumi, T., Sci. Pap. Coll. Gen. Educ. Univ. Tokyo, 2, 175~189, 1952; 
3, 81~113, 201~246, 1953. 
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を 含ん で いな い 。 

磁 鉄 鉄 は Cr, Mg, Mn, V を 含ま ず , Co, Ag, Au, る 含ん で いな い 。 Al を 含ん で いる 。 
黄 鉄 然 が 磁 硫 鉄 鉄 に 変化 し た さい に は , S 以外 の 元素 の 移動 は 少な か つた と 考え られ 
BD, 磁 鉄 鉄 に な つた 時 に は か な り の 移動 が あつ た も の と 推定 され る 。 硫化 鉄 中 に 含ま れ 
て いた Co tk, それ が 磁 鉄 鉄 に な る と き 硫 化 鉄 より 分 離し , 輝 コバ ルト 鉄 と し て 品 出 し 
た も の と 推定 され る 。 Ag, Au, の 行方 は 判 つ て いな い 。 


% R 

HEB EORBICOVT 

PORSAGL—TARESAGL «PIRES GKE SU MME SE な い RRADIROBME IT 
72 CULBETRR GK D BRANES © LBS SPRING OTE ET る 。 ま た 岩 脈 の 近く の 和 磁 硫 鉄 鉄 
(CPE 5 BURRSAGKICIL, 結晶 粒 の 周辺 部 が 内 部 より 濃い 内 部 反射 を 示す も の が ある 。 か か る 
組織 , 構造 を 示す 関 亜人 錠 鉄 は 原 鉱石 中 に は 存在 し な い 。 薄 ら ちく 岩 脈 の 影響 に よ つ て 生じ た 
も の で あろ 3 う 3。 

原 鉱石 中 の 関 亜 鉛 鉄 は 肉眼 で は 黒色 , 薄 片 で 深 赤色 , 研磨 片 の 内 部 反射 は 赤色 で ある 。 
Edwards!) の 基準 に よれ ば か か る 関 亜 負 鉄 は 1096 以上 の Fe を 含む 。 岩 脈 の 近く で 
は 結晶 の 周辺 部 が 更に 濃い 内 部 反射 を 示す も の が ある 。 

ZnS-FeS 系 に つい て は Kullerud®) の 研究 が あり , 関 和 亜鉛 鍼 が Fs を と り 入 れ て 黒く 
な つて いる 例 は グリ ー ン ラン ド の Bihl PERE? が あり , 磁 硫 鉄 鉄 の 離 深 滴 の 存在 は , 
Brocken Hil4) で 見 出さ れ て いる 。 こ れ ら の 実験 と 実例 か ら 推 し て , ここ に 見 られ る 同 
FESS Gh — REAR GA O BEAGLE > E72, 関 亜人 錠 鉱 が 岩 脈 に よっ つて 高温 に 圭 せ られ , 自己 の 格 
子 中 に Fe を と りこ み , 後 冷 却 す る さい , 過飽和 に な つた FeS を 磁 硫 鉄 鉄 と し CHA 
し た た め 生 じ た も の と 考え られ る 8 

関 亜 鉛 鉱 一 慕 銅鉱 = OMSK ORAL ROA HISD, 磁 硫 鉄 伏 帯 に る, -RepRekHE 
に も 見 られ る 。 了 関 亜 色 鉄 が 黄銅 鉱 微 唱 を 包 有 する の が ふつ う で ある が が , BRR CLR 
SAS TRGA CKO BIR Bidh & OAL TOSY の も ある 。 原 鉱石 や 磁 硫 鉄鉱 帯 の 黄銅 鍼 は 関 
HES GRD Phin BAL CW 7 GK OBITEGAGK HH OF PARA OIL, 大 き さ は 変化 が 
HY, その 分 布 は 変化 帯 の も の ほど 規則 的 で な い 。 そ れ に 対し て , BIRO. CBA 
の 分 布 は より 規則 的 に な り , その 形 , 大 き さ は ほぼ 等しく な る 。 そ の サイ ズ は 小さ く な 
る 。 こ の よう な 規則 性 は 岩 脈 を は な れ た 所 で は 見 られ な い 。 に ほぼ 一 様 な 形 と 大 き さ の 遇 
落 滴 が 絞 亜 鉛 鉱 中 に 均一 に 分 布 す る こと は , ZnS と CuFeS。 が 均質 固 深 体 を 形成 し 
た 後 , 静か な 条件 で 冷却 し , 離 次 し た 事 を 示し , BRABOL Edw klk, ARE 
較 的 大 で あぁ つた 事 を 示す の で あろ 3 。 

隊 亜 鎖 鉱 と 黄銅 鉄 が 均質 固 沙 体 を 形成 し は じ め る 温度 は , 350°~650° C で あり , 完全 に 


l) Edwards, A.B.: Textures of the ore minerals, Melbourne, 1954. 

2) Kullerud, G.: Norsk. Geol., tidssk., 32, 61~147, 1953. 

3) Eitel, W.: Cbl. Min., 273~285, 1920 ; Abh. Senckenb. Nat. Ges., 37, 
139~176, 1920. ; Irmer, W., : Abh. Senckenb. Nat: Ges,, 37, 91~108, 
1920. ; Ramdohr,P.,: N. Jb. Min., Beil. Bd., 644, 681~690. 1931. 
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均質 化す る 温度 は , 500~800°C CHS, LOWE ZnS と CuFeS。 の 混合 比 , 産 
地 , 不純 物 な どの ちがい に 応じ て , 多少 の ちがい が ある 。 然 も この 値 は 圧力 その 他 和 熱 水 条 
件 の 補正 を 行 つ て いな い 値 で あり , これ を 直ちに 変化 帯 の 生成 温度 の 推定 に 用 いる わけ に 
は ゆか な い 。 し か し , 岩 脈 に 接し た 部 分 に か か る 苑 深 構造 と / その 規則 性 が 存 在 す る こ 
と は , RRMA, か な り 高 温 に 熱せ られ た た あめ , 現在 の 如き 変化 帯 を 生じ た こと を 未 
て で いる は まけ ら で あ め %。 

BESAGLORPRE CREAR, 石英 夷 岩 に 接し た 部 分 に 存在 する 磁 硫 鉄 鈴 の 大 部 分 は , 
黄 鉄 鉄 の 解離 に よ つ て 生じ た も の と 療 え られ る 。 

黄 鉄 鉱 の 貫入 岩 に よる 解離 に つい て は , Eustis 鉄山), Ben Nevis?), Harzt), #225) 
な どか ら の 報告 が あり , 実験 的 に は , Allen, Crenshaw, Johnston, Larsen, Burg, 
Eitel, 等 の 研究 6) が 発表 され て いる 。 こ れ ら の 実験 と 実例 は , 岩 脈 が 黄 鉄 鉄 の 解離 を 充 
当直 し うる こと と 一気 征 下 で は それ が 690°C 附近 で 起 る こと を 示し て いる 。 

一 方 , BSBOWREZIC Ow Cs, Beiley, Mcfarland, Dappeles, Lovering な どの 報 
457) が あり , 塩基 性 岩 は 900°C, 酸性 岩 は 850°C, 貫入 の 中 心から は な れ た 央 脈 は 
700°C 附 近 で 賃 入 す る と 推定 され て いる 。 MRCS, BACT SSAA, 磁 硫 鉄 鉄 に 
な つて いる 場合 と そう で な い 場 合 と が ある 。 し か る も 変化 帯 の 由 が ふつ う 数 cm~10 数 cm 
で ある と 云う 事 は , 700~850° の 貫入 岩 の 温 度 で 解離 が 起 つ た 事 を 示し て いる 様 で ある 。 

な お , 5m に も お よぶ 変化 帯 の 形成 は , 硫黄 圧 を 低 く する 要因 の 存在 , 共存 する 物質 
の ちがい な ど に よる も の と 考え られ る 。 そ こ に ふつ 3 磁 鉄 鉄 が 多量 の 脈 石 録 物 と 共に 存 
在 す る 事 か ら 考 えて , 物質 の 添加 も 重要 な 要因 で あつ た と 考え られ る 。 

磁 鉄 鉱 の 生成 に つい て _ 科 鉄 鉄 は 極 く 細か い 自 形 ~ 他 形 の 粒 で , 多量 の 脈 石 を 伴い , 昔 
SAGO BEAT & Sts PGE Pa Gh-P PIE Gh an & ST IGE ESL LM, PGR GL RRR 
交代 し , BCHOPRAKEWCBRACOAARINCEL CHET Zo BREUAIUKO 2 eC 
gi 近い 部 分 に 存在 する こと は , それ が より 高温 で 形成 され た 事 を 示し て いる の で は な 

o REGIS REMADE PEO CW SNE A, Di, REL RG, RES 
‘ee Bo PURSARRUS OS OUR GED CPE L CBD, MRA, 
ROBE TART SBN BIC ON SANS, 両者 は 同時 生成 物 と 考え られ る 。 

BERGE IS OK ANE LRA CAR ENS) 一 次 的 熱 水 鉄 物 と し て 現 出 する 場合 も 


1) Schwartz, G. M.,: Econ. Geol., 20, 739~763, 1931. ; Sugaki, A & 
Yamae, N.: Sci. Rep. Tohoku Univ., Ser. 3, 4, 103~110, 1952. ; Buerger, N. W. 
: Am. Mineral., 19, 552~530, 1934. ; 渡辺 武男 編 : GROWER, 富山 房 . 281, 
1956. ; BARE - ARR - peeoBs : gt, 40, 12~21, 1956. 

2) Savéason. JaS- te Biff, 1937. 

3) Neumann, H.: Min. Mag., 29, 234~238, 1950. 

4) Frebold, G.: Cbl. Min., 1926A, 322~332, 1926. 
8 Tatsumi, T.: 1952, & 1953. 
7) 


前 出 。 
Beiley, R.A.: U.S. Geol. Survey Openfile Report. 1954. ; Mcfarland, 


G.C.: Econ. Geol., 24,1~14, 1929.; Dappeles, E.C.: Econ. Geol., 34, 364~498, 
1939. ; Lovering, T.S.: Econ. Geol., 50 aniv. vol., 300~323, 1955. 

8) Bruhns, W.: N. Jb. Min., 11,62, 1889. Weinschenk, E.: Z. Krist. :17, 
493,1890. ; Schlapfer,M.: N. Jb. Min., 26, 1915. 
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ZZ), Howley - Robinson?) の 熱 力 学 的 推論 に よれ ば , Fett は CO の 存在 下 で 
CO。 に ょ っ て 酸化 され て 磁 鉄 鉄 に な る 。 磁 鉄鉱 の 安定 温度 領域 は 400~600°C で あぁ る と 
いわ れる 。 

$ TSGYET IZ RAI 400~600°C3) で , Bes 500°C~ a) で , BRAS BR 
~500°C5)-G, GHAI 470°C 以下 9 でる, HEB 2385°~ 525°C) で 合成 され た 。 こ れ 
ら が 天然 に 共存 する 領域 は 十分 明らか に され て いな い が , 緑 泥 石 , Bika, 方 解 石 , BE 
母 は 熱 水性 鉄 床 に 伴わ れ 8, 黒雲 母 も 熱 水性 鉄 床 に 伴わ れる 場合 が あぁ る 。 

以上 の よう な こと か ら , この 磁 鉄 鉄 は 和 熱 水 性 で ある と 考え られ る 。 接触 変成 作用 に よ つ 
CALU TORGRGRIS 3.2 5 RIMMER OTH り , 粒度 は 大 と な る 19)。 こ この 磁 鉄 鉄 は 
POKER GRD © FEW, 粒度 は 小さ い 。 

磁 鉄 鉄 の 形成 は 黄 鉄 鉄 の 解離 後 で あぁ る 。 岩 脈 の 近く で の 伝 石 に 大 量 の 物質 (Al, Ca, 
Mg, Si, Pb, CO, CO。, H,O な ど ) が 添加 され , それ ら が 硫化 鉄 た 作用 し , HEE 
解 ・ 酸 化し , 化学 変化 を 起 し , BRR, Hike, MEG, REE ECMMLc+soLrs 
えら れる 。 B56 COR, 岩 脈 自身 も 多少 炭酸 塩化 一 緑 泥 石 化 一 絹 雲 化 作 用 を うけ た も の 
と 老 え られ る 。 

岩 脈 の 熟 的 作用 に つい て  BIRDREORKEDIOCRAT ZEA, 鉱 体 は 破砕 な どの 
機械 的 作用 と 共に 熟 的 作用 を うけ る 。 和 熱 的 作用 と し て は , 固 相 拡散 , 固 相 離 落 , 再 深 融 が 
考え られ る 。 そ れ ら は 構成 鉱物 の 変 北 , 組織 の 変化 と し て 現われ , 保存 され る 。 高温 物質 
の 組合 せ (例え ば Buttell), Eustis, f224) と 高温 性 組織 (例え ば Eustis, HA) を る も 
た らし , 元素 の 移動 (例え ば Butte, New Helen) を 起す 。 再 薄 融 , 流動 化 に よ つ て 生 
じ な た 流動 体 , 液体 また は 気体 は 岩 脈 を 変質 させ た り , serrate し た りす る (例え ば Nor- 
metal) ADSZAMRKKLARAOR ls, SIROWS, GUAT SAE, 高温 の 継続 時 間 , 
反応 に あず か る 物質 , その 場 に 作用 する 圧力 な ど に ょ つて 制約 され る 。 

APRA Clk, 岩 脈 の 貫入 に ょ つて , GRP, 高温 性 組織 を 生じ , 元素 の 移動 を 起 


1) Loughlin, G.F., & Koschmann, A.H. : U.S. Geol. Surv. Prof. 200, 1942. 
竹内 常 彦 ・ 南 部 松 夫 ・ 和 田 成 人 : BGK, 37, 75~82, 1953. 

2) Hawley, J.E.,& Robinson, S.C. : Econ. Geol., 43, 603~609, 1948. 

3) Ko6nigsberger, J.,& Miiller, W.J.: Z. anorg. Chem., 104, 1~26, 1918.; 
N. J. Min. Geo., Beil. Bd., 44,402~459, 1921. ; Friedel, G. : Bull., Soc. Min., 
35, 471~480, 1912.; Friedel, C., & Grandjean: Bull. Soc. Min., 32, 150~154, 1909. 

4) Friedel, C.,& G.: Bull.,Soc. Min., 13, 233~237, 238~241., 1890. ; Fouqué, 
F., & Michel-Lévy, A. : Compt. rend., 113, 281~285, 1891. 

5) Friedel, C.,& Sarasen, E. : Bull., ; Soc. Min., 8, 304~305, 1885. ; Friedel, 
G. : Bull., Soc. Min., 14, 7~10, 1891.; V. Gbusson, U.A., Bates, G.N. & 
Thorvaldson, T.: Can. Jour. Research II ,520~529, 1934. 

6) Ramberg, H.: Jour.Geol., 59, 193~210, 1949. 

7) Folk, R.L. : Am. Jour. Sci., 245, 388~394, 1947. 

8) Schwartz, G. M.: Econ. Geol., 50 aniv. vol., 300~323, 1955. 

9) Schwartz, G.M.: U.S. Geol. Surv. Prof. 256, 1953. Frebold, G. : 前 
Hi, 1926, Schwartz, G.M.: Am. Min., 15, 243~252, 1930. 

10) Broderidk, T.M.: Econ. Geol., 12, 633~696, 1927.;Eckermann, H. : 
Geol. Fér. Foérh., 203~410, 1922. ; Ramdohr, P., & Lohmann, G. : 19325; 
Eitel, W.: 1920; Irmer, W.: 1920 ; Ramdohr, P.: 1931. 

11) Sales, R.H.,& Meyer, C.: Econ. Geol., 46, 813~820, 1951. 
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し , 添加 され た 物質 の 協 働 が あつ た 場合 に は 再 溶解 が お こつ た 。 す な わ ち 硫黄 は 黄 鉄 鉄 か 
ら 解 離し , PURE 鉄 は 磁 硫 鉄 や 黄 鉛 鉄 と 離 溶 組 職 を つく り , Co は 黄 鉄 録 や 砂 硫 鉄 鍼 より 
DRE CHESS SRE TED, 再 溶解 し た 場合 の も の は 磁 鉄 鉄 や 緑 泥 石 , 方 解 石 , Beg 
EL CHRIRL THB 

か か る 変化 は , 石英 斑 岩 岩 脈 が 録 体 を 切る 所 で 見 られ る が , BEMEAL RACIAL 
れ な い 。 石英 斑 岩 の 貧 入 源 度 は 玲 岩 の それ より 低 か つ た と 考え られ る が , GHEE URIS 
BERR VEO TCH, LddCGREBORA & 12TH AE OMA DD 
り , これ に 伴っ て 地熱 水準 面 (geothermal niveau) の 上 昇 が あつ た の で , 比較 的 長 時 
間 , RAS EIR ARM, 録 体 の 変化 を 容易 な らし め た る の で あろ 36 


z=) 2 め 


(1) ARR AGA CIL, SKPK EW) S A SEBE ERIS kD COLATE DRG US RU BIG Gk BEBE oe 
に 変化 し て いる 。 

(2) BIROAMERIC KOC, BURY ok—ReBeeEEE, CI BESS Sk — Ba BOK D $5 Bl HEPA AB 
織 を 生じ た 。 

(3) 磁 硫 鉄 鉄 は 黄 鉄 鉄 の 解離 に よっ つ て 生じ た が , 税 鉄 鈴 は 岩 脈 の 綱 入 に 伴っ つて 物質 の 大 
量 の 添加 の ぁ つ た 部 分 に 熱 水 液 か ら 形 成 さ れ た 。 こ の 磁 鉄 鉄 は 細 素 で ある 。 

(4) 黄 鉄 鉱 の 解離 は 岩 脈 の 貫入 温度 (700~ 850°C) 附近 で 起 つ た と 推定 され る 。 

(5) 岩 脈 に よる 鉄 石 の 衝 変 成 に は 高温 の 継続 が 大 事 な 要 因 で あつ た と 推定 され る 。 

終り に あたり , 終始 , 御 指 導 と 御 批 判 を いた だ いた 木野 崎 吉郎 教授 , 迎 助 教授 に 厚く 感 
調 す る 。 な お 本 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 に は 文部 省 科学 研究 助成 金 を あ 用 いた こ と を 明記 
L CHEER Zo 
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The thermoelectric effect of pyrite from copper deposits 
in Japan 


武 = (Shunzo Takenaka)* 


Abstract: The thermoelectric effect of pyrite from copper deposits in 
Japan is mainly discussed. Prof. Smith measured the thermoelectric 
potential of pyrite specimens from many localities and as a result, and 
deduced that there are some qualitative relations between the thermoelectric 
potential and the temperature at which they are formed. A.D. Mutch 
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reported that the value for the temperature of formation obtained by the . 
pyrite geothermometer, appears to be reasonable and in relations to 
geological problem, to vary in, the right sense. The writer measured the 
thermopotential of pyrite from many localities in Japan by Smith’s method 
and discussed. The conclusion is reached that these results differ somewhat 
from those mentioned by F.G. Smith and it seems to be difficult to expect 
qualitative difference in thermoelectric potential for indication of the 
temperature of ore deposition. 


1. i 言 


鉄 床 の 生 成 当 時 の 物理 化学 的 講 条 件 を 定量 的 に 知る 事 は 今 日 の 鉄 床 学 の 最大 の 課題 で 
HY, 従来 多く の 研究 者 に よ つ て 各 方 面 か ら の 研究 が 進め られ , 特に 温度 に 関し て は いく 
つか の 地質 温度 計 が 提唱 され て 来 た 。 

し か し それ 等 の 多く は 伝 物 の 或 る 物性 が 温度 の 変化 に よっ つて, 不 連 続 的 に 変る 事 を 利用 
し た も の で 一 般 に は その 地質 現象 の 行わ れ た 温度 と し て 或 る 定 ま つ た 温度 を 与え る も の 
で な く , その 上 限 , 叉 は 下限 を 示す も の で 所 調 ‘Critical type’ と 云わ れ て いる も の で 
ある 。 

F.G. Smith?) $808 L 72 RgRGK Hh BE lt RAO SAVES SAL 7S Bt 
し い 型 の 地質 温度 計 で あぁ つて , 温度 の 変化 に 対 遍 し て 連続 的 に 変化 する 性 質 を 利用 し た 点 
で 従来 の 地質 温度 計 と 全く 異 な り , その 理論 的 根拠 や 測定 方 法 等 に つい て な お いろ いろ と 
検討 し , 批判 する 点 が 多々 あぁ る と し て る も , 高温 性 か ら 低 温 性 に 至る 各種 鉄 床 に 極め て 普遍 
的 に 産出 する 黄 鉄 鉱 を 対称 と し , これ に 物性 論 的 考察 を 導入 し て , その 性 質 の 変化 を 温度 
APICAL eS RAC LOSE EO DOLL て, その 意義 は 極め て 重要 で ある 
と 云わ ね ば な ら な い 。 

Smith は 5 ヶ年 間 に 約 300 個 の 黄 鉄 鉄 試料 に つい て 熱 起 電力 の 測定 を 行 つ て , 生成 
温度 と それ 等 の 値 と の 間 に 単 純 な 関係 が ある 事 を 指摘 し , さら に A.D. Mutch?) は カナ 
ダ の McIntyre Porcupine $kil| k 0 OBRGKEAK L IRA O GK PRICREPE T SB BGRGK 
に つい て の 測定 か ら , FAS BECK PEGE PRE O BE GREK O PAE & PREVK EG REE D BER GK 
の 和 熱 起 電力 は 著しく 異な り , BRGRGRICRYRTED BO L(RIRHEM SOL MBH), SnNBOM 
起 電力 の 値 は Smith の 値 と 完全 に 一 致し , 鉱石 の 品位 と も 可 成 り 密 接 に 関係 し て いる の 
で 探査 上 に も 去 分 利用 価値 が ある と 報告 し て いる 。 

一 方 本 邦 に お いて も 既に 橋本 ・ 立 見 3) 両氏 の 秩父 鉄山 及び 神戸 鉄山 産 黄 鉄 銭 に つい て 
の 研究 , 北大 原田 教授 の 十 谷 石崎 鉄山 産 黄 鉄 鉄 に つい て の 報告 ) さら に 測定 法 を 改良 
し た 早 大 早瀬 喜太郎 博士 の 研究 等 に つい て この 問題 が 取上げ られ , いろ いろ の 構想 の 
も と に 検討 され て いる が , 本 邦 に お いて も この Smith の 提唱 する 地質 温度 計 が 果して ょ よ 


1) Smith, F.G.: Econ. Geol., 47, 515~523, 1947. 

2) Mutch, A.D. : Min. Eng., 880~883, 1952. 

3) #@AS= - ARE: 地質 , 57, 280, 1951. 

4) JRAIWDE - SQ : 昭和 28 年 岩 鉱 学会 講演 。 

5) 早瀬 喜太郎 ・ 大 塚 良平 : 地質 , 58, 133~142, 497~504, 1952. 
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CHAT SDB, Ab Ae BAO EL RRO RIB & OPC REZ BEER AEZET SL 
WD RICO CORRE IN 7 PILAR BES TORO TC, 本 邦 の 低温 性 か ふら 高温 性 と 
考え られ て いる 各種 の 鉄 床 よ り 産 出す る 黄 鉄 鉄 に つい て , その 熱 起 電力 の 測定 を 行 つて , 
Smith の 理論 を 拡張 する た め の 其 礎 次 料 を より 多く 整え る 事 を 目的 と し て , 本 研究 を 実 
施し た の で 磯 に これ 等 の 研究 の 結果 を 報告 し 御 批判 を 名 う 次 第 で ある 。 

供 試 々 料 は 紀州 ・ 尾 小屋 ・ 上 北 ・ 日立 ・ 妙 法 ・ 鱗 淵 ・ 花 賠 ・ 零 合 李 ・ 土 畑 ・ 立 叉 ・ 田 
老 ・ 秩 父 ・ 佐 々 連 の 本 邦 13 GUBO BREAN 130 fHCHS0 

これ ら の 各 鉄 山 よ り 供 与 さ れ た 黄 鉄 鉄 は いづ れる も 美 志 優 秀 な 単 結晶 で あつ て , 本 研究 を 
実施 する こと が 出来 た の も ひと え に 上 記 各 鉄山 現場 関係 各位 の 御 理 解 と 御 援助 に よる る も 
DCHOCRICBD LD BRCBT ARE CHS 

2. 測定 装置 と 測定 方 法 

測定 方 法 は 本 質 的 に は F.G. Smith や ゃ A.D. Mutch に ょ つて 述べ られ て いる も の 
と 同一 で ある 。 即ち 2 ROA (Ni 18%, Co 8 %, 直径 3mm) の 一 方 を ニ = クロ 
Di CMAL, 一 方 は 室温 (10°C) の まま で 黄 鉄 鉱 の 結晶 面 に 接触 させ , 精密 級 電位 差 
BIC KOC 2 BMC BAT SAREE TIER << MARZOCHO HEARSE 1 
図 に 示す 通り で ある 。 

この 方 法 は 物質 の 熱 起 電力 第 1 図 測定 回 路 
の 測定 法 と し て 精密 正確 な も 
の と は 思わ れ な い が , 今回 の 
実験 で は その 本 質 を 保つ た ま 
ま 次 の よう な 点 を 改良 し て よ 
り 精密 な 測定 が 出来 て 再現 性 
BHENZLIM BALK 
El} Smith は 手 で Hegre 
MEIC SCS, LOG 
合 , BMEOB LK Lote 
位 差 に 変動 を 生じ て 安定 し た 
測定 が 困難 で ある の で 装置 全 
体 を 木 枠 で 保持 せしめ , ゴム 
バン ド の 弾性 を 利用 し て 電極 
の 狗 端 が 一 定 の 圧力 で 結晶 面 に 接触 する よる に 工夫 し た 。 

第 2 は . Smith の 場合 は 高温 接点 の 温度 が 全く 不明 で あり , 従 つ て 冷 接点 と の 温度 差 
が 不明 で ある 。 こ れ を 有明 際 に する た め に 高温 接点 近く に 小 孔 を 容 ち , この 中 に 銅 一 コン ス 
タン タン の 接合 部 を 挿入 し , その 上 側 か ら 石 綿 を 電極 の 先端 近く まで 巻い て 接点 の 温度 を 
熱電 温度 計 に よ ょ つて 正確 に 測定 し た 。 

な お = ク ロム 線 は A.C 電源 より の 電流 を スラ イダ ツ ッ ク に よ つ て 300mMA~400 mA 程 
度 と し て 加熱 し た 。 WEE ARR) の 場合 と 同様 で ある 。 


1) 武 中 俊三 : BAGH, 73, 1950. 
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Zz: No 標本 番号 。 
(UVW) 熱 起 電力 を 測定 し た 結晶 学 的 方 向 。 
1~5 熱 起 電力 の 測定 値 で 高温 側 を 100°C, 低温 側 10°C の 場合 で ある 。 
同一 結晶 面 で 1~5 回 測定 を 行 つ た 。 単位 は mV (+) は な p 型 (-) は n Hy 
Hab 品 相 を 示す 。 af100} e[210] a-e(100} i (210joRG of111}。 


録 物 の 物性 の 測定 に 際 し て 問題 に な る の は 再現 性 で あり , KRRORMISRPA LI 
半導体 の よう に 均質 で な く , 一 般 に 不 均質 で ある た めこ の 問題 が 生じ て くる の で , 測定 に 
際 し て は この 再現 了 性 の な る べく 良好 な 方 法 を 適用 すべ き で あり , 再現 性 の 逐 LV AEM 
値 が な い 。 そ こ で 今回 の 場合 先 づ これ 等 に つい て 詳細 に 検討 し た 。( 第 1 BBR) 
試料 は 先 づ 羅 抄 板 上 で 軽く 残 魔 し た 後 , アル コー ル で 表面 を 拭い , ガラ ス 板 に 油 粘 士 で 
MUL, 測定 し ょ うと する 面 を ハン ド プ レス で ガラ ス 板 に 平行 に 保っ た 後 自由 に 加 転 する 
人 馬上 に 載せ , 結 品 面 と 略 直 角 に な る よう に 電極 棒 を 接 触 せしめ , 発生 する 電位 差 を 電位 差 
計 で 読み 取る 。1 点 で の 測定 が 完了 すれ ば 人 台 を 事 転 する か, ガラ ス 板 を 動か し て 同様 な 
操作 を 繰 返 え す 。 こ の 場合 極性 切換 え スイッチ に より 電位 差 計 の 入力 端子 に は 常に 一 定 の 
向 の 電位 が ぶ か か る よう に 適当 に 切換 え , PM MICBY CHR AT YVAEDNA 
場合 を (+), その 逆 を (一 ) と し た 。 こ れ は 前 者 の 場合 は 物性 論 的 に P 型 半導体 で あり , 
後者 の 場合 は N 型 半 導体 と され て いる の で この 符号 に 一 致 さ せ た 。 
再現 性 の 良好 な の は 上 北 , BAA BB, 日 立 , 妙法 で , 紀州 , TER, fd thAR x BE 
Wo 

全般 的 に 同じ 結 品 面 で は 略 同 じ よ うな 値 を 示し , fib COHMARAAL, Riese 
力 の 値 も 異な る 場合 も 認め られ た が いづ れ も その 偏 傘 の 巾 は 非常 に 小さ い 。 再現 性 に つ 
いて は いろ いろ と 問題 は ある けれ どる も 第 1 表 に 示す よう な 今回 の 実験 結果 の 程度 で あぁ れ 
VE, 結果 の 解析 に 対し て 充分 信頼 し 得る 計測 値 と 考え られ る の で , 各 試 料 に つい て 同様 な 
方 法 に よ ょ つて 測定 を 行い その 和 熟 起 電力 の 頻度 分 布 曲 線 を 作り , ピー ク の 位置 を 求め て , 
それ 等 と 鉱床 の 生成 環境 と の 関連 性 に つい て 検討 を 試み た 。 


3. 測定 結果 と その 考察 


秩父 ・ 田 考 ・ 土 畑 ・ 立 双 の 各 久 山 に つい て は 試料 が 少な か つた の で 第 2 図 の よう な 方 
法 で 表示 し , 他 の も の に つい て は 第 3 MCAT KF BHR MRRE PEO To 


I 
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第 2 図 これ 等 の 鉱床 中 , 秩父 ・ 田 老 ・ 日 
の a a - MXR LSA ONT 
se ET お り , 他 は 一 般 に 低温 性 鉄 床 で ある 。 
y on & BUSAN EL TC, Be 
: ‘ie 電力 及び 上 唱 相 を 表示 する と 第 2 表 
-10 CARON 
a 測定 の 結果 を 要約 す る と 次 の よ 
ie う で あぁ る 。 
8 Ogoya (1) 同一 結晶 に つい て は 結 唱 面 
が 異な つて る も 符号 の 変化 する 事 は 
oa 少く , COMORES SDE VBA 
= 多い が 異な る 値 を 示す 場合 も ある 。 
(2) 同一 結晶 面 の 異な る 位置 に 
~10 DWT OWE BOT BE (1) と 
bi 同様 な 傾向 を 示し て いる 。 
(3) 同一 鉄 床 よ り 産 出し た 結 唱 
i で る も 符号 の 異な る も の が 見 られ , B 
3 な る 値 を 示す も の が 存在 する 。 
§ is 即ち , 紀州 , 妙法 , RNB. AH, 
a 上 北 で は (+) の も の と (-) の も の 
3 と が 認め られ な た 。 
ee (4) 鉱床 型式 や 生成 環境 が 類似 
rr し て いる と 思わ れる 鉱床 で も Be 
電力 の 符号 や 値 が 非常 異な っ て 
-0 いる も の が 認め られ た 。 例え ば 黒 
-10 A SD 鉄 々 床 に 属す る 4 鉱床 中 , FERS LOB 
files: PAB Let RT が 上 北 及 ざ 
BE Wanibuchi 土 畑 は 全く 異な つて いる 。 
0 : (5) 逆 に 生成 環境 の 異な る 鉱床 
cas の も の で も ょ よく 類似 し た 値 を 示す 
a TEPY Henaoke 場合 も ある 。 即 も キー スラ ー ガ ーー 


鉄 床 に 属す る 日 立 や 佐々 連 の も の 


\ 
ee | hdd が 低温 性 の 立 叉 , BNE, WEAR, 
rE © 花岡 の も の と 殆 ん ど 同 一 と 値 を 未 


$2 6 To 
“is Mas (6) PBR 0 HB 
| より 判断 し て , Pie N wos 
が 存在 する が , = TSEOSKR & ly BE 
“0 HS S RGIS BV Tis N Base 


/ \ ANI 
=0 ve 
ee en 


+30 =a 
し 1 
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(7) matt 熱 起 電力 と の 問 に 一 
定 の 関係 を 認め る 事 は 出来 な い 。 
(8) 東北 日本 の 洲 熱 水性 鉄 脈 産 の 
黄 鉄 鉄 は いづ れ も ぶ 型 で あり , 西南 
日本 の 場合 は P 型 が 海 増 し て いる 。 

この 点 に 関し て は 同じ く 減 熱 水 
性 鉱脈 と 云 つ て る も 東北 と 西南 日 本 
と で は 生成 環境 に 差 が あつ た 事 を 
暗示 し て いる の で は な いか と 推測 
ず ず 2 

最近 , M. Fisher RU J.E. 
Hiller’) BERK O ROSA 
定 を 行 つ た 結果 , 同一 鉄 床 の も の で 
も 種々 な 値 を 示し , 異な る 鉄 床 
(Pneumatolytic~ epithermal) の 
も の で る も る 大差 な い 事 を 指摘 し て い 
BM, 日 本 の 鋼鉄 床 の 場 合 に つい て 
行 つ た 今回 の 実験 の 結果 は Fisher 
の 結果 を 裏付け する と 共に E.G. 
Smith の 説 を 得 定 する 結果 に な つ 
iso 

PRS HP BS RUAE E ic 結 品 格 
子 欠陥 の 規則 性 に よる 事 が 多く の 
研究 者 に よ つ て 指摘 され て いる が , 


MILIVOLTS 


: a BK 
RX +H 老 R 
Tatemata Tsuchihata Taro Chichibu 


第 2 表 
温度 | GK PR 型 | 鉄 床 区 PAU N AU) Shee ih 相 
os BERBZZ REPRE | 東北 + as ar phe 
i | 4 og ay 2 田 en Re att p 
& Ble IR it 
WE Nf i 日 十 —8 a 
ARR | one |e O | + -3 p,e 
東北 花 O —4 ae,ao,a 
1 aS ar a: +4 a 
i taal: aaa a ae omer _18 
西南 £5 a= + ==5/5 ae,e 
東北 O —3 a,e 
4 ©) + —4 e,ae 
; Be A 7k GK AK | 西南 aE + —8 ao, ae,oe 
= " + a =1 e 
= ae > EE +6 e 


* PH 半導体 に 属す る も の + 非常 に 多い 極 く 少 い 〇 全く 存在 し な い 。 


1) Fisher, M., & Hiller, J.E. : N. Jb. Min., 89, 281~301, 1948. 
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+ NI 半 導 休 に 属す る も の 。 
tek Bhi OBIE DARD E—7 OLE mV で 表わす 。 
tt PULSEEERTo 


これ 等 の 欠陥 や 結合 内 容 の 相違 が 生成 温度 に 直接 対応 する と いう 根拠 が 今日 の 所 未だ 不 
十分 で ある か ら , 鉄 物 の 諸 物 性 の 偏 傘 を 支配 する 物理 化学 的 本 性 を 追求 する と 共に , それ 
等 の 物理 化学 的 本 性 と 生成 環境 と の 関係 を 規定 する た め に 今後 より 多く の 実験 と デー タ 
ー の 集積 が 必要 と な つて くる で ある ろう 。 

附 記 Fisher は 上 記 目 的 の た め , BOO TARO, 分 光 分 析 , 文 線 分 析 , ae 
熱 分 析 , 加 熱 実験 等 を 行 つ て 熱 起 電力 を 支配 する 本 質 を 追求 し て いる が , POPU EK BRL 
子 の 存在 と 微量 成分 が 影 絡 し て いる 程度 で 他 の 性 質 と の 関係 は 見 出さ れ な か つた た 事 を 報 
NR 


北部 北上 山地 岩泉 附近 の 接 角 変 成 岩 類 (11) 


On the contact-metamorphic rocks from Iwaizumi, 
northern Kitakami mountainlands (II) 


mm 納 t& (Hiroshi Kano) * 


(3) BRSEOARRURUTICADNZSRAS 

ZEA rliC Att SACS BORAT AZ RES TOW, その 中 に 介 
TES BUA BL? _E PAROS IS b OME CIEE OGRE 2. B 成る 興味 
& Z SRR 2 BIEL TW Bo 
BREPORRGASD DS EDNLARSR AWMOARAMLL< KL ZOLFR 
WA < ORBRAABMEBT SIL GMKBAKR, CHEOMR RMR cls 一 般 に 
WEFQPVA E Tek ENG e 4EU て いる 。 

i) @HEE AME: BRS 

THA Kas BOVIS PRMCSRME ENZERORARO—C, BE - BRAM 
RNS ROMER A (2V(—-)88°) OKRA USF IAF Y THRBBESA COS" 

li) $8 - 228 - SMR - AME - BRE 

ANAS) RGR EBO Pha DC ee Pa kD 100m 上 位 に 産 す 。 石 英 ・ 方 解 石 の モザ イク 
Raza Pica: PERE LUA (2V(4)70°) を 生じ て いる 。 


BRERA BR SEP BR LH ABC ae 
1) TARO SKA 1, TRIBES kD 1200 m 離れ た 上 部 右 灰 岩層 の 上 盤 に 
も 発達 し , BS 2H: RB RVY AVAL EBL CWS 


i Fo Rw 39 


BRE t OBICUMRDEE BS BIE 第 8 図 Eee (S) HEHE (A)O 
HEKIMERBABEDD BONAR Fi 2 OPEN 


岩 類 fi 7 IR Baas 5b SOMBIE te 
MA lke EO PAROVE SF Pele R ARK 
REBT DBD OBR DS ZAI 
BISAB AN Po 次 に その 2 例 を 記す 。 

Gl. KAO HD PISS - RAE 
Bi) (An26) -GROMAUCASRA 
灰 岩 に 接する 周縁 部 に 向 つ て つぎ の よう 
な 規則 的 な 鉱物 変化 が 認め られ る (第 9 
wD S OD) 

(1) 黒雲 母 が 減少 し 角 関 五 と Hee 
が 上 の 鉱物 組合 せ に 入 つ て くる 。 こ の 場 
合 , 黒雲 母 ・ IG - HEAD 3 考 は 均 
ーー に 混 り あぁ つて 共存 する の で は な く , 透 
BA PAE. HAP E BEES SVG 
ee BEEONZNAENOMSHERE 
Fc RAKE & Seema 5 ial 


4} DES ANE But りや や 灰 長 石 分 を 
AIL REE (ie n 32-35) EuSo (1-6. RVYANR, TS. BIBER 
BOE DIBAEAEUC CWS (BIM2)o haben Meese) SOs bee Vinee 


(2) 石灰 岩 と の 境界 近く cue Bean) 


2 gl 


し , BG - BBE: Bs - 
Dt BATH AO CK Bo PAN Acid, aH ECE 


=) 70°42) &, ali Ae UA CNEL LOD HS 


(- 5 
FENG “BABE REL (2V=(—)50°-56°) の 2 FRR HS. MRA 1) kVIK 
RADI REL, An 37 と 1B (08 & 9 & 3) 


9 ee 肉眼 的 に 強い 金剛 光沢 を 示す 鉄 黒色 角 関 互 の 柱状 結 品 が , 
乳白 色 真 珠 光 沢 の 鋼 長 石 お よび 大 英 ・ SME EY グール 状 に 発達 する こと | が ある 。 


PRE EGY 


この 角 関 石 は (2) に お けり } る と 同 じ 光 軸 角 の 小さ い RANA, お そら さく 
ミタ に 富ん だ バー ケ ヴ イ ィ 角 図 右 に 近い も の と お も われ る 。 こ れ と 共生 する 有余 長 石 は 鹿 状 
包 有 4 物 で 汚 湯 し た 灰 草 長石 (An 25-30) で , 部 分 的 に カリ 長石 化し て いる 。 な お , この 部 


分 に は 方 解 互 ・ 徹 菊 戸 の 小 脈 が 発達 し , UNDA fat Aw aIbS ITE (A 
ペン ニン ) 化し て いる 。 要する に この よう な 異常 変成 部 は 石灰 岩 と 包 有 有 岩 塊 の 境界 面 に 沿 
に NG の (と くに ソー ニダ) Gs た 部 分 と 巻 えら れる (第 9 図 4)。 

(4) 石灰岩 側 は 大 部 分 方 解 互 か ら 成 る が , 境界 部 近く に は HBG t ATO BRB AE 
じ て い る 。 境界 部 か ら 遠 ざか る と 角 図 石 は 消え , BHALY RS So 

例 2. (第 9 図 5) 前 例 の 産出 地点 か ら 50cm し かな 離れ て いな い が , 再 結 品 度 は 


1) 中核 郭 An22, SM An27 の 逆 黒 整 を な する もの も ある 。 


| 


sy ー 


Ty A 


ay 


A ホルン ヘル ス (内 ノ 沢 )。 中 央 の 暗黒 に 近い 2 つの 眼球 状 北上 唱 は カリ 長 


わり は ミル メカ イト (1) を 有する 灰 草 長石 の 微 唱 で 線 取 られ て いる 。 
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LODE CEAMOPOMIRABE : BEB BR (THICSHRODIRE - AE 
BS LUBA) OMBLYDS MSMRRVY AV ACH SM, 周縁 部 に 狭い 拡散 反応 帯 
が 認め られ , Ad SRM (015mm), BEE HEB (0.2mm) が 区 
Ben, BReRCARS SHSM eA (0.07mm) が と り ま いて いる 。 こ れ ら 
の 特徴 鉄 物 の ほか に 緑 泥 石 ・ 廊 荷 石 お ょ び 方 解 石 も 部 分 的 に 発達 す る 。 本 例 に よく 似 た 
metamorphic diffusion は 鈴木 醍 ) に より , 昌 高 帯 南 部 の ホル ン ヘ ルス 中 の 変成 石灰 
人 質 団 塊 か ら 報 告 さ れ た 。 

以上 の 2 例 に 示し た 石灰 央 に 爽 ま れ た 包 有 岩 塊 の 中 心 部 と 周辺 部 に お ける 鉱物 変化 は , 
いずれ る も 石灰 岩 と 包 有 有 岩 塊 と の 間 に 行 われ た 成分 移動 を 伴 な う 変 成分 化 作 用 の Ht HR 
す も の と お も われ る 。 LOGS, Ca が 石灰 央 か ら 包 有 岩 側 に 移動 する と 同時 に , お そら 
く それと 置換 交代 的 に Fe, Mg, アル カリ と くに Na お よび Si が 包 有 岩 の 中 心 部 か ら 
石灰 岩 に 向 つ て 移動 し , と くに 境界 部 附近 に 濃 集 し た も の で あろ う 。 な お , BAG - BYE 
石 ・ 人 鈴 馬 人 譜 石 な どの 生成 に あず か つた 水 も 多分 この 変成 分 化 に と も な つて , 系 内 また は 系 
外 か ら 境 界 部 に 導入 され た 。 

班 放 互 の 産出 本 地域 の 変成 岩 中 の 石灰 東 酸 塩 鉱 物 で 最 る 安定 に か つ 広 く 分 布 す る も 
Dv ESRI FA LEA, DONIC RL ERAO HHH DDT 
限定 され 量 も いち じ る し く 少 な いこ と は yERT 40 BKAOBHAAILRMNG 
は , 一 に は 石灰 岩 の 広大 な 分 布 に も か か わら ず , 花 賠 岩 体 が 直接 石灰 岩 を 切る こと が ほ と 
AERWIEKESEDCHSO 
EE AOE t BRE OBAMA CO BME—OMAHANOUM S 字 状 屈曲 部 で 
AM AN CW So CI CUCM E MARA D NREAEIRO—-CHOERT VI 4 PSE 
部 石灰 岩 の 一 部 を 切り , EOBMATEROAANYBMELC CoSo ここ に 発達 する 
BRE QEZRAEREORMBA TIL TAT + UG - BE (4+ 5 - B®) 
DMA LY -THA- PHERA (An32)- AROMA O 2 MC. 前 者 は Gold- 
schmidt の Class 10, 後者 は Class 7 ieZNSHM4ISo KEL COBYAIVEK 


1) @54RE : 地質 , 41, 666-680, 1934. 


第 9 図説 明 (つっ づき) 

2. 石灰 岸 に 爽 ま れ た 泥 灰 質 岩 起源 ホル シン ヘル ス の 比較 的 中 心 に 近 い 部 分 (TE IR) o 
黒雲 母 (B), SPI (H), 透 煙 石 (D) BLVUARADSMSo (開放 = コル ) 

3. 同 ko 周縁 部 , Wi#G(D) の まわ り を 濃 青 緑色 普通 角 阿 石 ( 耳 ) が 包ん で 発達 
する る も の 。 (開放 = コル) 

4. 同 bo SAMO BRERA (H), 方 解 石 (cc), KYRA(P), 石英 (8) お 
kUZnNEeHM (BBA (Pr) Mo (開放 = コル ) 

5. 拡散 反応 帯 を 有する 泥 灰 質 岩 起源 ホル シン ヘル ス ( 滝 フ 沢 )。 cc : 石灰 岩 部 , m : 
REGRGK HE, YEYRG(D) - He (ti), ARMM (ZO) 帯 。 (開放 = コル ) 

6 2A SA BRIBARARVY AVA 【( 内 ノ 沢 東方 )。 O: か ん らん 石 , Cl: BRE 
A, tr: 透 角 関 石 , m : 磁 鉄 鉄 。 (開放 = コ ル ) 

7. 濃 昔 褐色 石英 夷 状 変 品 (Q) に お ける 包 有 有 物 の 配列 状態 。 (直交 = コル ) 

8. 締 状 片 麻 岩 に 似 た 岩石 (BS)o 。 た だ し 百 色 締 部 は 石英 (9) の みか ら 成 る 。 (直交 


コル ) 


42 ASD KR AS ab 


石 の 産出 は ペグ マタ イト 接触 点 か ら せ い ぜ い 10m YAKT FROM 

(4) @RSMUKRED Seo nNcKARS BAMA: MER: DADABHRERNY 
ANZ (第 9 & 6) 

内 ノ 沢 附近 の 一 小沢 に 産 す る 。 BMC TMARBEO PI. 76RD oH 50m 
に 位置 する 。 筆者 の 調査 範囲 で は この 一 ヶ所 で 見 出さ れ た だ け で ある が , BBC LM, 
安 察 地域 に は 同様 の 岩石 が ほな ば ぽ 同 じ 層 準 に 広く 分 布 し て いる と いわ れる 。 

SET CLABES REO RBRBAC, PALAG(BES< BRB) ・ 緑 泥 石 ・ 
PEPSPIG « RIGKGK(BKUDROKEBUCA - RRM) LUMSo DA BARI 3.01.5 
MM OPRPYIRGERIRELC, 軽微 の 破砕 粒状 化 作 用 を 受け , 数 個 の 小結 晶 が 集合 し て 一 斑 
上 唱 を つく る こと が 多い 。2V= ェ 90° で 普通 の か ん らん 岩 中 の も の と 同様 の 成分 と お も わ 
れる 。 ABS USEC CREA ERA EN CWS RIER IC ES 
置換 が 進ん だ も の で は , 緑 泥 石化 し た 元 の か ん らん 石 の 中 央 部 を 包み わずか に か ん らん 石 
の 外 毅 が 爽 状 に 残 つ て い る 。 こ の 種 の 緑 泥 石 は 底面 敵 開 の 発達 し た 比較 的 大 型 の 板 状 結 
fa, ほとん ご ど 無 色 に 近い 淡 緑色 , 複 屈折 弱く , B=1.577, 2E=0, 光学 性 正 , 比較 的 
アメ サイ ト 人 分 子 に 富ん だ 苦 士 緑 泥 石 ( 正 ペ メン = ン ) の 一 種 と 考え られ る 。 GRBARE, 
cAZ=18°, 2V =(--)76°, © =1.622, y=1.645, yー¢=0.023, BF ORESALB 
BARBANA LAASLNSo 

本 岩 に よく 似 た 鉱物 組合 せ は 舟橋 三男 が 報告 LU IPS OVE ARERR cb 
TwHo 


7. CRMC KREADWOZRSS 

Beri U7 Ema Peat & Ce E i BUS ¢ と が 岩 質 的 に か な り 著 し い 相 違 だ が だ み ら れ る こと 
を 前 に 述べ た 。 そ れ に 関連 し て 乙 其 型 花 賠 較 緑 岩 に 直接 する 地域 に 発達 する 変成 岩 類 が , 
次 に 述べ る よう な 点 で , PETAR TE he BS CET SHR (内 ノ 沢 以西 ) の それ と か な り 
本 質 的 に 異な る こと が 注目 され る 。 

i) DR rs AL HBS VCE HEH 22 2S HIRT RS (ASS SEHE) OS JERE FT So COT 
MELA, EERAIARSMUER ER CRRELEAY, それ に 代 つ て コラ ン ダ RBRE 
と な る 。 こ れ に 反し て , 乙 茂 型 地域 に は 締 状 片 麻 岩 帯 を 欠き , 紅 柱 石 ・ 弐 線 石 は 直接 接触 
部 まで 安定 に 存続 する 。 

li) 濃 草 福 色 石英 斑 状 変 品 の 発達 。 乙 茂 型 花 贈 関 緑 岩 の 周 辺 部 に は , 肉眼 的 に きわめ 
CH dS SLRS BE, 樹脂 状 光沢 を 示す 斑 質 ホル シン ヘル ス が 発達 し て いる (NRT 
2 BHO RE) 小 本 街道 接触 部 か ら 約 900m PA OBA, 鏡 下 で は 0.75- 
15mm の ほ さ 円 形 ま た は 方 形 の 大 型 石英 斑 状 訟 片 の sutured aggregate と , NL ORF 
EHS SMW BRA: REE ILVUABEEY MS. 石英 の 大 型 竹 状 変 品 中 に は 
黒雲 母 ・ ざ くろ 石 ・ 倍 長石 ・ 電 気 石 ・ 斑 線 石 な どの 丈 味 を 帯び た 無数 の 包 有 物 が 含ま れ , 
第 9 図 7 の よ ょ うな 環 針 状 配列 を な すこ と が 多い 。 この 場合 環 の 中 心 部 は 包 有 物 を 欠如 し , 


I) な お ペグ マタ イト 自身 の 内 部 に も 興味 ある 同化 混成 現 旬 が 認め られ る が , これ に つ 
いて は 別 の 機会 に 述べ る 。 

2) AGH : WE, 51, 119-131, 1944. 

3) Cpe TUTE hea Dia es AIR O Be Bo 


Bi i 43 


7 —DERA ia PCB OBR AET SOL ORCA | 

<CEO BRERA MBAR) が 柳井 地方 の 領 察 変成 岩 で 注目 し た も の と 全く 同 
様 の も の で , 岩 生 は これ を 花 賠 岩 化 作用 の 過程 に 於 ける 増進 的 な 再 結 品 作用 に よる も の と 
PBR LoS LUGE BRAM cd ROR BEE MSN TW SAH? 
BLUSH WHE MARE KL SBAMRAL L CHW L Ko BHI ICES 
の 解釈 に し た が い , 新 期 花 賠 因縁 岩 ( 乙 羨 型 ) の 導入 に 関連 し た 複 秦 成 的 な 再 結 品 作用 に 
EDOCERLRADLBAZ 

CN LAROARSERA GAM injection vein WweFEL CATS LRH RRA ICL 
た 岩石 (第 9 図 8) を 作る こと る も 接触 部 近く に は し ば し ば ある (DRE, TRE ZF 
な ど )。 この よう な 岩石 で は 一 般 に 百 圭 母 は 比較 的 少な く , 紅 柱 石 や 斑 線 石 が 安定 に 存続 
する 。 ; 

iv) Orujarvi BERRSORM. 乙 茂 型 花 賠 図 緑 岩 の 東側 の 変成 帯 に は , 田老 鉄山 
の 鉛 硫 化 鉄 鉄 床 を 含む 統 裂 帯 に し 伴 な つて 多量 の 草 青 石 を 有する 塩基 性 火山 岩 起源 の 交代 
変成 岩 が 諸 所 に 発達 し て いる や!。 これ は 曹 青 石 と 黒雲 母 の 組合 せ か ら 成 る る の で ある が , 
BABKRABLONA YT }Y ARAL SCA RABNSe Li Li BEAKER 
を 示し て いる 。 COROMR 7b URKRRERELER + RRAMOARH ic に は 決 
し て 見 られ な い o 

WED EG, 関連 花 内 岩 の 型式 が 異な る に し た が つて , 変成 帯 に お ける 録 物 組合 せ お 
ょ よび 安定 関係 に 著しい 差違 を 生ずる こと は 興味 ある 事実 で ある 。 同じ よ ょ , う な こ と は , 小 
出 や に より 段 戸 地方 で 明らか に され て お り , 消 崎 花 賠 峰 緑 岩 に 関連 し た 古 期 変成 帯 と 三 都 
橋 花 井関 緑 岩 に 関連 し た 新 期 変成 薄 と は いろ いろ の 点 で 対 貴 的 な 相 異 を 示し て いる 。 

8. 変成 相 な ら ぴ びに 変成 条件 

さき に 筆者 は 本 地域 の 接触 変成 岩 類 が 領 察 変 成 幕 の それ に 比較 的 よく 類似 し て いる 
こと を 強調 し た が , その 主 な 根拠 を 上 に 述べ た 記載 か ら 要 約 す れ ば 次 の よ ょ よう で ある 。 

(1) 紅 柱 石 ま た は 球 線 石 と 黒 圭 母 な らち ら びに カリ 長石 と の 安定 な 共存 。 

(2) SORA BRE HOD FE 

(3) Fe WTE MIRA ORR ICbU SEM EO, と く に カリ / ソ マー ダ 比 

に お ける 近 縁 性 。 
(4) 乙 凌 型 花 己 隊 緑 岩 の ま わり に 見 られ る 変成 現象 と 領 察 新 期 変成 帯 に お ける それ と 
の 類似 一 と くに 複 変 成 的 な 石英 斑 状 変 呈 の 存在 。 

端 山 好 和 *) UAB ZAMS, CH: ae: BRR EL MRE 
が 共存 する 場合 と 共存 し な い 場 合 と に よ ょ つて , ENHENRR - MRWE EU Orijarvi 
型 と の 2 の 型式 に 分 けた 。 こ の 分 け 方 は 本 質 的 に は 変成 帯 に お ける 物理 条件 一 と くに 水 
薫 気 圧 の 大 小 に 関係 する も の で , 端 山 に よれ ば 前 者 は 上 比較 的 水蒸気 圧 が 低い 場合 , 後者 は 


HA I : 地質 , 44, 879, 1937. 
小 出 博 : AGH, 1949. 

AA ARME : 地質 , 55, 99~104, 1949. 
加納 博 : 地質 , 55, 137, 1949. 

端 山 好 和 : 地球 科学 , 26~27, 19~28, 1956. 
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第 10 図 本 邦 の 代表 的 な 接触 変成 帯 に お ける 水蒸気 圧 が 比較 的 高い 場 
GNA (AKER) 合 と 考え る 事 に よ つ て 種 
sill corund. 々 の 録 物 組合 せ が う まく 
ud Ib 説明 で きる と され て い 
mu mu: る 。 上 に 述べ た 特徴 か ら , 
cord. sp.cord 本 変成 辛 一 と くに 其 市 
FTE ea PRs (BER L 72 
be EMBER BIC BU Za 
bi WW $LO22 DELL OPER + BA 
2 hyp(ant) or m9 RIRMOENICMI SA 
and. sill.corund は 明か で あぁ あり ZO 
hb 鉱物 組合 せ を AKF 図 
で 示す と 第 10 図 (1a) の 
sp.cord まう で ある 6 

この 場合 注目 すべ きこ 
Lit, 鏡 下 の 観察 か ら 推 
i. bi. BANZLIICHRAR 
or es of MHA UREKCHDD 
la. GRELURREMARH ( 移 化 帯 ま a a れる こと , ¥DOH THE 
lb. 同 上 (RARER ERGALS EH AN HH AS 
2a, REFS LURE (RTE) ee els 

2b. 同 上 (sE9RG 8) NE @ cee 
sill: BERG, and: *[keq, corund: コ ラン ダム , mu: 4 eweRamic AK 


SER, cord: HWA, sp: AY AN, olm: FKEXL 4G, MA PPEMORSY I 
bi: FASest, hyp: SHA, ant: SARA, mg: RE RAVE Vy NN AAS 
GR, OLR RE. に 近い 高温 部 に 属す る こ 

と を 暗示 し て いる 。 

Ld: U BRT LTE hd ia © BEAUTE ¢ UCFERET SRE ARE (AE) Cla Sha 
含 せ の 仕方 は 若干 異な り 第 10 図 (1b) DEFUMAAZLBRENZ TI CMEMA (FE 
た は 紅 柱 石 ) と カリ 長石 の 組合 せ は 不安 定 と どなり, その 代り に コラ ンダ ム 一 百 雲 母 , 白 圭 
母 一 カリ 長石 の 結合 せ が 安 定 と な る 。 し た が つて 変成 分 化 作 用 の 最終 産物 は 一 般 に 黒 圭 
母 一 白雲 母 一 カリ 長石 の 安定 な 組合 せ を 有する 。 こ の よう な 組合 せ は , BRBHRDLA 
雲 斑 整 に か け で 氷 恭 気圧 が 若手 高く な っ た に と を 意味 し て いる 6% 

Zip TA fa PA toe to a CAPS ETA EVERY, カリ / ソ マー ダ 比 が 低く , AYR - 
FG BIR COBRA ORT ARRIMTWOSo その 変成 帯 も 東側 (中 里 ・ 田 
老 地域 ) で は 昔 青 石 岩 の 生成 で 特徴 づけ られ る よう に 明らか に 財 沢 ・ 千 鹿 ・ 遠 野 な ど と 同 
じ 型 式 に 属す る 。 こ の 変成 帯 は 一 般 的 に は 茂 市 型 ょ り 水 燕 気圧 が 高い と 考え られ , EOS 
物 組合 せ に は お そら く 第 10 図 (2a) !) の ょ うな 平衡 関係 が 適用 され る で あろ る う 。 こ の 場合 


1) 第 10 図 (2a, 2b) は 遠野 お よび 千 訟 変成 帯 に お ける 実際 の 鉱物 組合 せ か ら 作成 
し た も の で , AR a は 紅 柱 石 帯 , b は 斑 線 石 帯 に お ける 安定 関係 を 示す 。 
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に は 斑 線 石 の 代り に 紅 和 柱 石 が 安定 で , 7) RAE F 71S LEE ho 黒 
雲母 と 白雲 母 ・ 紅 柱 石 ・ 曹 青 石 の それ ぞ れ と を 結ぶ 安定 結合 が 特徴 と な る 。 こ の よう な 
安定 関係 は Ramberg1) に よれ ば 緑 れ ん 石 角 関 岩 相 の 高温 部 に 相当 する 。 し た が つて , 乙 
ERA (E BRS CBEST SARS, 茂 市 型 の それ よ ょ り は や や 低温 で あぁ つた と 考え な けれ ば 
な ら な い o。 
RAKE OR RES ( 小 本 街道 以 南 ) で は 茂 市 型 変成 帯 の 圭 線 石 亜 帯 ま た は 黒雲 母 帯 が 
乙 式 型 花 内 関 緑 岩 に 直接 し , し た が つて 当然 後者 に よる 複 秦 成 作用 が 芽 待 され る 。 し か し 
実際 に は 前 に 述べ た よう な 石英 斑 状 変 唱 で 示さ れる よう な 得 化 作 用 以外 に は とく VCR 
成 現象 と み ら れ る よう な も の は 認め られ な い 。 その 理由 は 上 に 述べ た よう な 茂 市 型 変成 
帯 と 乙 其 型 変成 帯 の 温度 条件 の 差 に よる と 考え られ る で あろ 3。 

以上 の よう な 変成 作用 の 過程 で , 変成 整 の 内 部 また は 変成 帯 と 花 賠 岩 体 と と 問 に , どの 
よう な 物 抽 の 移動 一 変成 交代 作用 また は 交代 作用 一 が 行わ れ た か は この 論文 の 箇 囲 外 で 
将来 の 検討 に また な けれ ぼ ば な ら な い 。 

卒業 論文 作成 に あ た つ て は 北大 理学 部 地質 学 鉱 物 学 教 蜜 の 鈴木 醒 教 授 , 石川 俊夫 教授 , 
舟橋 三男 助教 授 に 指導 し て いた だ き , また 当時 札幌 に 駐在 され た 小 出 博 博士 か らい ろ い ろ 
の 助言 を いた だ いた 。 さ いき ん 同じ 地域 を 研究 中 の 島津 光夫 な 56 U に 国府 谷 盛 明 氏 か ら 
(LARA OZ BOW CBRE RE Bho DELO RIES BRE BT ZnB 
本 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 日 本 学術 振興 会 研究 補助 金 な あら びに 文 部 省 科 学研 究 費 交 付 
金 に 負う る も の で ある 。 (5) 


1) Ramberg, H : Origin of Metamorphic and Metasomatic Rocks, 149, 1952. 


IE 誤 表 AG41 SO SABRMOUMAMLT, 次 の 通り 正誤 し ます 。 
260 頁 上 か ら 9 行 目 (第 7 図 ) を (第 8 図 ) に 訂正 , 同 頁 上 か ら 10 行 中 (第 7 図 ) 
を (第 8 図 ) に 訂正 , 262 頁 上 か ら 16~17 行員 (図版 9) を (第 9 図 1) に 訂正 。 


RRA FWEAAD SERIE HMDHR 
Petrochemistry of the so-called Haneyama lavas 


BS 本 幡 郎 (Hataro Matsumoto)* 


Abstract: So-called ‘‘Haneyama-lavas’’,as named by T. Matsur oto, 
are widely distributed in central Kyushu, especially in Oita Prefecture. 
These lavas are mostly glassy and their texture shows various types, namely, 


* fe ke. 
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spherulitic, fluidal and perlitic. Phenocrysts are plagioclase (An 27-45 aN) 
and sporadic mafic minerals. 

Their chemical compositions are shown in Table 1 and their normative 
compositions in Table 3. As compared with the average chemical composi- 
tions of Japanese volcanic rocks, the Haneyama lavas are rich in alkalies, 
and poor in CaO, FeO and MgO. Normative feldspars are rich in Or and 
Ab, and poor in An. Wo is always absent. 

Chemical compositions and norm of spherulitic rock and spherulite in 
Haneyama lavas are shown in Table 5. Compared with the host rock, the 
spherulite is rich in SiO,, FeO, CaO and especially alkalies and the com- 
position lies near the eutectic line between quartz and alkali feldspar. 


1. 序 


近年 急速 に pyroclastic lava に 対す る 関心 が 深まり , 多く の 研究 者 が 此 の 問題 を 取り 
上 げ る 様 に な つた 。 九州 に 於 て は 古く sb BEE EE 0 pyroclastic lava が 松 
本 博士 に 依り 指摘 され て いる 1° & os 

FEL A DER OMABLICRY HAST, 中 部 九州 殊 に 大 分 県 に 広く 分 布 し , 鐵 
7 eee S LC <, 似 て 非 な る 阿 衝 娘 岩 と し て 発表 され て いる 事 は 周知 の 所 で あ Go 
1951, 1952 年 , 熊本 大 学 の 学生 講 氏 の 卒論 地域 が 大 分 県 下 に 集中 され た た め は に , 種々 
DAF as FAS CE, 殊 に 青木 謙一 郎 , 谷田 勝俊 両 諾 か ら は 多く の 試料 を 提供 し て 頂 
いた 。 ここ に 感謝 の 意 を 表す る 次 第 で ある 。 

方 年 山 妃 岩 の 分 布 に 関し て は , 松本 博士 に 依り 詳細 に 発表 され て いる が , これ に 関す る 

化学 成分 は 未だ 明 に され て いな い の で , ここ に 著者 が 今 迄 に 得 た 結果 を 報告 し た いと 思 
Qo 


mil 


2. 万 年 山 燈 岩 の 岩 相 


方 年 山 娠 岩 の 岩 相 は 非常 に 多種 多様 で あり , 球 璃 質 の 黒 曜 岩 ぁ り , 球 題 に 富める 球 題 岩 あ 
り , ある 場合 は 完 品 質 に 近い 黒 圭 坪 粗 面 岩 質 で ある 。 然 し 大 部 分 は 非常 に 流 理 の 発達 し た 
TECH So 同 燈 岩 の 噴出 時 代 は 松本 博士 に よれ ば 上 部 中 新 世 と 考え られ て いる )。 
鏡 下 の 観察 で も 岩 相 は 多種 多様 で ある が , 大 体 つ ご ぎ の よう な 録 物 か ら な る 。 
BEd ( 量 比 : 10 一 24 9) 
SRA: AB. 半 自 形 , 加 帯 構造 の 発達 良好 , n, : 1.552~1.540, An % 45~27, 
( 量 比 ; 7~15 9%) 
FASE 2 Y : 1.637 へ 1.642, 多 色 性 強し (HELE ; 2 9 前 後 ) 
SEPT : 多 色 性 強し (緑色 褐色 両 種 存する ) ( 量 比 ; 2 % 前 後 ) 
SRA > 多 色 性 強し 
MEG : > 量 
AR es 量 


1)2) Matsumoto,T : J. Jour. Geol. Geogr., 19, (Special Number), 1~57, 
1943. > 松本 唯一 : BARA (HERES 巡検 索 内 ), 1952.; 火山 , 1, 1.16, 1932. 
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AMA : 度々 変化 し て 雲母 状 に な つて いる り D。 

右 基 : BURA, he, 組織 : RR, VOR, 真珠 状 

fia : HRA (An% 20~25), ARR, ReGkG, BES, BIKA, vay 
“REAM : = BAG 


3. 46 学 th mR 

AB aOR Re 1 表 に 示す 。SiO。 量 は 67.71~72.59% で , 山田 , 種子 田 両 
氏 に よる 本 邦 火 山 岩 平均 組成 ?) と 比較 検討 し た 場合 , SiO。 を 基準 と する と ALO; mH 
—%L, CaO, FeO, MgO (i> 42, ic FeO, k3Svo ZKKRUT Na,O, K,O 
は 何れ も 多い 。Daly の 世界 の 火山 岩 平均 値 と 比較 する と , Na,O は 大 体 同 じ で ある が , 
K。0 (OPC REA. TRDObEAFUASI Na,O に 富む 性 質 を 持つ て いる 。 

4. ノル ム 値 及び ニダ グリ 値 

第 1 ROUEROLY, ノル ム 値 及び = グリ 値 を 計算 し て , 第 2, 3 表 に 夫々 示し た 。 
万 年 山 類 岩 の フ ルム Q(25.80~33.36), 並び に = グリ 値 の qz(118~180) は 共に , 相当 量 
算出 され る 。 錯 下 で 石英 の 認め られ る 落 片 は 少な く ,! 五 英 の 存在 する 落 片 に 於 て も , その 
| 基 は 微少 で ある 。 し た が つて 遊 苑 理 酸 は 大 部 分 石 基 の 琉 玉 質 の 部 分 に 含ま れ て いる も の 
と 考 えら れる 。 ノ ルム 値 で は すべ て Wo 成分 を 欠き , C 成分 を 有する 。 ま た QIF fi 


Bl 表 万 年 山 類 岩 の 化学 成分 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 


SiO, 68.30) 67.71] 68.44) 72.14) 70.15 | 71.56 | 72.59 | 70.51 | 69.26 | 71.34 
TiO, 0.37) 0.35) 0.38) 0.39) 0.39] 0.38] 0.39] 0.38; 0.36] 0.38 
Al,O, | 14.91) 15.43] 14.83] 14.73] 14.76 | 14.68 | 13.85 | 14.94 | 14.99 | 14.75 
1.83, 1.85) 1.78) 0.80) 0.77] 0.89] 0.76] 0.78) 1.46] 0.61 
FeO 2.25} 2.42) 2.34, 1.19) 1.68] 1.53] 1.65]:1.81 | 1.72} 1.24 


MnO 0.07; 0.09} 0.08} 0.06) 0.07] 0.07 | 0.06] 0.05] 0.10} 0.07 
MgO 0.84 1.01} 0.82} 0.17} 0.97| 0.21 | 0.46} 0.69] 0.76] 0.16 
CaO 4,07| 3.69} 3.31) 2.01) 2.58) 2.07| 2.14) 2.52) 2.32] 2.03 
Na,O 3.09) 3.31) 3.42| 3.89} 3.82] 3.83] 3.62] 3.79] 2.88) 3.86 
K,0O 2.32) 2259) 2.69) 3.22\) 5.69) | se52: | 3.30 || 8.48.|003.79'| $3.76 


P,O, | 0.14 0.17} 0.09 0.12| 0.09] 0.07] 0.13] 0.09] 0.12] 0.06 
H,O+ | 0.71) 0.65] 0.73} 0.53] 0.74] 0.59] 0.76] 0.74] 0.71] 0.40 
O- | 0.66 0.54] 0.56 0.31] 0.48] 0.36] 0.39] 0.59] 0.67] 0.29 


Total | 99.56} 99.81] 99.67} 99.56) 100.19} 99.76 | 100.10} 100.07) 100.14) 99.95 


1. "大 分 県 玖珠 郡 万 年 山本 山 三角 点 1140.2m 

2. 大 分 県 玖珠 郡 万 年 山奥 万 年 台 

3. 大 分 県 丈 珠 郡 万 年 山 850.8m 三角 点 

4. 大 分 県 荻 珠 郡 森町 辺 田 北 々 東 0.5km (Rg) 

5. 大 分 県 玖珠 郡 森 町 宝山 東 3km (RAS) 

6. 一 10. eA PI REARS (BLA) CIO : 河野 義 礼 博 士 分 析 &( 河 野 義 礼 ; 
本 邦 斑 璃 質 岩 の 研究 , 地質 調査 所 , 1951.)) 


1) 青木 謙一 郎 : BGK, 38, 80, 1954. 
2) Yamada, S. : Jour. Geol. Soc. Japan., 37, 1~6, 1930. ; Taneda, S. : 


Jour. Geol. Soc. Japan., 58, 517~521, 1952. 
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BARD RR AR 


Bult 


[ Sa. 20 el Se) Oa 6 ee ee 
が 90~95 96 と な り M は 5~10% で あり, ZiE-FREWCHERMOPWr ek 
一 致す る 。 ノ ルム 長石 (第 1 図 ) で は Or+Ab(67.3~85.3) に 富み , さら に No.1, 2, 
3 の 群 と 他 の 岩石 群 と の 2 つ に 分 た れる 。 こ の 中 間 に 位 する の は 所 調 針 ヶ 岳 類 岩 で あ 


S05 種子 田 氏 の 本 


#822 se 7 WV A ie 


ER CeO 7 V—7 V-VI(SiO, % 67.41~72.05) と 比べ る 


No. Te oo) ee RA ED P| 
Q 31.08| 28.62| 29.22] 32.52| 26.40| 31.26| 33.36) 29.28) 25.80) 29.76 
Or 13.34| 15.57) 16.12| 18.90, 21.68| 20.57, 19.46 18.90, 22.24) 22.24 
Ab 26.20| 27.77| 28.82] 33.01] 31.96) 31.9€| 30.39) 31.96) 33.01) 32.49 
An 19 .18| 17.51] 15.57) 9.17] 11.95, 9.45] 9.73) 11.68) 10.56) 9.45 
C 0.41] 0.71} 0.51] 1.43) 0.20] 1.22) 0.28] 1.02 0.61} 0.92 
En 2.10] 2.50| 2.10 0.40) 2.40, 0.50) 1.20; 1.70 1.90] 0.40 
Fs 2.24 1.98 2.24) 1.06 1.98) 1.45) 1.85) 2.11] 1.45] 1.19 
Mt 2.55, 3.02 2.32) 1.16 1.16 1.39| 1.16 1.16 2.09) 0.93 
ia 0.76| 0.76 0.76 0.76 0.76 0.76 0.76, 0.7€| 0.76) 0.76 
Ap 0.34, 0.34 0.34 0.34 0.34, 0.34) 0.34) 0.34) 0.34) 0.34 
} 
百 Or 22.7| 25.6 26.6) 30.9] 33.1] 33.2} 32.7] 30.2| 33.8] 34.7 
# {Ab 44.6) 45.6 47.6] 54.0] 48.7] 51.6] 51.0] 51.3] 50.2| 50.6 
比 lAn 32.7) 28.8 25.8] 15.1) 18.2} 15.2} 16.3] 18.7] 16.0| 14.7 
wc 8.6| 13.6) 10.5] 49.5] 4.4) 38.4) 8.5] 21.3) 15.5] 36.7 
# {Bn 44.2} 48.2} 43.3] 13.8] 52.4) 16.9) 36.0} 35.2] 47.9| 15.9 
比 Us 47.2| 38.2} 46.2} 36.7| 43.2} 45.7} 55.5] 43.7] 36.6) 47.4 
AQ 82 |/cQOn'h 1 OO. iir_Bat.lotar. Ieraps Nese Naoge Anas ieee 
分 | ド 60 | 62 | 60 | 63 | 66 | 64 | 61 | 64 | 67 | 6 
He 、M Br | el TOA POC Re be we be ey ee ae ye 
# (Q 34.46] 32.0] 32.6| 34.7| 28.7| 33.5| 35.9] 31.9] 28.2) 31.7 
# {Or 14.80] 17.4} 18.0) 20.2) 23.6} 22.1) 20.9} 20.6] 24.3| 23.7 
it (Ab+An | 50.74) 50.6] 49.4) 45.1] 47.7] 44.4) 48.2) 47.5] 47.5] 44.6 
2 @ = 7 Y fe 
No. 1 ree oe ie Seely Goris, sare poate ate 
si 319 | 306 | 330 | 392 | 347 | 381 | 400 | 354 | 338 | 385 
al 41 | 41 | 42 | 47 | 43 | 46 | “45 | 44 | 43 | 47 
fm i <r ae am is gs Ci LN Ed a GP 8 
c gi] 18° | 17 | aeeWrs Sens a yoe arene Te 
alk 21 | 22 | 24 | 92 | 20 |, Sere Selene shaun oa 
Ik 0.32, 0.35 0.35 0.35 0.39 0.37, 0.38] 0.36 0.39| 0.39 
mg 0.32] 0.36 0.35 0.34 0.47, 0.17, 0.31| 0.37| 0.39] 0.17 
al-alk ES uo a Nal oD al sab ered EE 
c/im 1.23| 0.95, 1.00 1.33) 0.87) 1.20 0.92) 1.08, 0.80] 1.50 
c-(al-alk) | 1.0 |-1.0 |—1.0 |-3.0 |-1.0 |—2.0 |-3.0 |-1.0 |-1.0|-2.0 
alk/al-alk | 1.05 1.16 1.33) 2.13 2.07 2.28 2.00 1.931 2.30, 2.20 
qz 135 | 118 | 134 | 164 | 131 | 153 | 180 | 138 | 118 | 153 


1) 


WADERG : BOER, 日 本 地質 学会 西日本 支部 総会 講演 , 1956. 
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Rik : Daly, 世界 平均 値 
Sik : 種子 田 , 日 本 平均 値 


第 2 図 SiO。-KAISi。O。-NaAlSi。O。 三角 図 


KAI Si,0, 


Pm eS 
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No. 11 

SiO, 73.30 
Al,O3 14.56 
Fe,0; 0.46 
FeO 1.18 
MnO trace 
MgO 0.79 
CaO 1.83 
Na,O 3.58 
K,O 3.02 
TO; 0.22 
P.O, 0.05 
H,O(+ 0.82 
H,O(— 0.37 


Total 100.15 


Q 35.46 
Or 17.79 
Ab 30.39 
P| eas) 8.34 
CG 2.35 
» Wo 
En. 2.00 
Zales 1.45 
Il 0.46 
Mt 0.70 
Ap 0.34 


No. 11. 球 題 岩 


No. 12. 天 題 岩 中 の 球 題 
No. 13. 球 題 岩 中 の 斑 


one 


wis tome 


&, Or, Ab 成分 に 富み , An 成分 に 
So 

以上 を 要約 する と , DEWABO 9 
ち , 1. 2. 3 は 石英 安山岩 それ 以外 
Ds OWES, WINS ア ルカ 
リ , 特に ソー ダ に 富む も の で ある 。 

5. AFWESPORMS 

OVARIAN AP 迷 
Bk UES UCR RODS we ah 
の 特殊 な 一 岩 相 に 就 て 述べ た い 。 Bina 
WRHBREO BBL AR (An 
12-20 %) (分 析 結 果 よ り 見 る と An 
16.8%) OS, PROM A, WB 
BERUAIRARME LCF YVR 
Sk, BEBE, PIKE ABAD 51 Go BH 
題 は 倖 長 石 , 磁 鉄 鉄 , その 他 不 明 の も 
OBB ELE 7% VY, BORA An 28 
-3096 CHEROMHRA ED An 成分 
に 富む 。 球 題 岩 全体 ( 球 題 核 を 除き た 
る も の ) 及び 斑 品 斜 長石 の 分 析 結 果 を 
ノル ム 値 と 共に 第 4 表 に 示す 。 球 題 
岩 と 球 題 を 比較 する こと, 球 題 の 方 は 
SiO。, FeO, CaO 殊 に アル カリ が 多 
Wo 球 題 は 放射 状 又 は 同心 円 状 の 構造 
を 示す 石英 DRA ARBOR 
の 集合 体 ま りな りり SiO CaO, 7X 
カリ の 多い 事 と 一 致す る 。 BWA 
BRORRIS EK 物 に 愛し いか ら 


SiO。-NaAlSigO。-KAISigO。) の 平 稀 関係 (第 2 図 ) を 用 いて , その 成因 を 検討 し て み 
よう 。 球 題 岩 (No.11) 及び 球 題 (No.12) は 石英 と アル カリ 長石 の 共 融 線 の 近く に あ 
り , (hOB (No.9) も 略 同様 の 関係 に ある 。 す な わ ち これ ら は いづ れる 同系 の 最低 
話 融 点 の 近く に あり , 残 液 の 組成 を 代表 する も の と 見 られ る 。 


1) Schairer, J.F.,and Bowen N.L. : Am. Geophys. Union Trans. 16, 325 
~328, 1935.; Bowen, N.L., and Tuttle O.F. : Jour. Geol., 58, 489~511, 


1950. 
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本 会 記事 


旦 本 岩 万 鉱物 鉱床 学会 昭和 32 年 度 総 会 記事 
昭和 33 年 1 月 18 日 ( 土 ) Fe 2 時 より 東北 大 学 理学 部 岩石 鉄 物 鉄 床 学 教 究 第 1 譜 
BACK C, 日 本 岩石 鉄 物 鉄 床 学会 昭和 32 年 度 総 会 が 開催 さき され, 引続き 東北 大 学 教授 
河野 義 礼 博 士 の 記念 講演 が 行わ れ た 。 沖 , 同 夜 究 親 会 が 行わ れ , BETH: 


昭和 32 年 度 事業 経過 報告 渡辺 万 次 郎 会 長久 席 に 付 , KER, 会 長 に 代 つ て 闘 
会 を 宜 し , 庶務 委員 長 竹内 常 彦 君 よ り 次 の 通り 報告 され た 。 

1) 会 員 の 動静 昭和 32 年 12 月 31 理 現在 の 会 員数 は 866 名 で , 昨年 度 中 の 新 
人 会 員 は 33 名 , 脱退 会 員数 7 名 で ぁ つ た 。 2) 集会 及び 講演 会 昭和 32 HECK 
CHE AAS 2 回 , 在 仙 実 行 衝 員 会 4 回 , 講演 会 1 回 , (昭和 32 年 9 月 28 日 ~ 
30 日 札幌 に 於 て , 日 本 鉱山 地質 学会 , 日 本 鉱物 学会 と 共催 ) を 開い た 。 3) 会 誌 の 発行 
ATLMGRIESE 41k 1 BSG BEAR, 特に 第 41 巻 6 FIA BAEL 
別冊 を 印刷 , 全会 員 に 配布 し た 。 4 図書 昭和 32 年 12 月 31 日 現在 に 於 て 交換 
HK 38( 国 外 8), HBR 15 (国外 5), 寄贈 を 受け た 図書 77 (HH 9) 種 で ある 。 

会 長 ・ 幹 事 ・ 評 議員 選挙 結果 報告 庶務 委員 長 竹内 常 彦 君 よ り 昭 和 33 年 度 役員 選 
人 挙 結果 の 報告 が ぁ つ た 。 RRBs 109 Bt, 評議 員 は 30 番目 に 2 名 の 同 得票 者 が 
ある た め , 本 年 度 に 限り 評議 員数 を 31 名 と する 事 の 承認 が 行わ れ た 。 

会 長 渡辺 万 次 郎 (eH 2 #) 
幹 事 石井 清彦 , FRAT. GRE. 高橋 純一 , 坪井 誠太郎 (以上 年 期 2 年 ) 
評議 員 右 川 俊夫 , 大 森 砂 一 , 片山 信夫 , DPM, ATH, WL. AES 

城 , 久野 久 , 須藤 俊男 , 鈴木 謙三 九 , 竹内 常 彦 , 原田 塗 平 , 堀越 義一 , 八木 健三 , 渡辺 

武男 (以上 性 期 2 年 ) ASHES HUA, ORE, ASR. 千 藤 忠昌 , 滝 

本 清 , HERS, BHM BREE, 野田 真 三郎 , 早川 典 久 , AS, 三原 染 , BARI 

平 , 吉村 豊 文 , 渡辺 新 六 ( 以 上 任期 1 年 ) 

」 昭和 32 年 度 会 計 報 告 及び 昭和 33 年 度 予算 案 会 計 委 員 千 藤 忠 昌 君 より 下 表 に つき 

説明 が あり 。 “NE BBOGRAAL KO MAM 34 年 度 よ り 本 会 誌 を 月 刊 と する 事 に 
つい て 研究 する 富 報 告 が あつ た 。 

総会 出席 者 は 次 の 42 名 で , 他 に 委任 状 が 64 通 あ つた 。 

PM, 阿部 正宏 , GRRE. AES SRP THER BRR, 小野 田 
ES. HEA, ARE, KAE, 大 政 正明 , ARE, 岡田 広吉 , 加藤 毅雄 , 加藤 清 一 , 
BRIS, 金子 寛 , 河野 義 礼 , 小泉 隆 , 今野 弘 , BASE BA, 鈴木 勝 , 鈴木 光郎 , 
CARH, BEA 千 藤 忠昌 , 田 ロ ーー 雄 , 田代 忠一 , 高橋 維 一 郎 , 高橋 義昭 , TARE, 
谷田 勝俊 , 南部 松 夫 , 長谷 川 修三 , 早川 典 久 , 原田 準 平 , 増井 淳一 , 三 土 知 芳 , 八木 健三 , 
和田 七郎 

BENMAS 昭和 33 年 1 月 18 日 (+) 午前 10 時 より 東北 大 学 理学 部 岩石 鉱物 
CER AB SRR CHS CHE, 次 の 議事 が 可決 され た 。 

出席 者 Kee, ARE, WHR BARS TARE. 原田 準 平 , 八木 
健三 各 評議 員 ( 外 に 委任 状 16 通 ) 


52 SG WM BW RAS 
昭和 32 年 度 会 計 決 算 報 告 
We NO ss se @) at 
& ## Ww <A 331,000 HE 32,5264 
il Rf x A 35,838 備品 # 1.690 
Sy A ON 6,060 W4 EB 14,250 
HE 収 AK 6,639 通 信 電 10,726 
yw St & By ik ae 70,000 雑 = 5,860 
Hl 42 BE RR we ae 55,244 刊行 費 434,947 
RHE 333,260 
別刷 出版 費 。 38,212 
ao 送 63,475 
BA 6,870 
総 会 費 3,760 
a & 3,110 
ee 30,438 
2 504,781 2b 504,781 
昭和 33 年 度 収 支 予算 案 
We IR DS Se ia CO 
& # Ww A 30,0004 He pee 30,000 
別刷 及び 特別 号 代 収入 57,000 備 oi 費 3,000 
ペッ クラ ナン バー 代 収 ベ 6,000 4 ee 上 品 費 9,000 
Ae 収 IK 5,000 SEE 12,000 
x th 4H 成金 70,000 Ale Ge 6,000 
前 年 度 繰 越 & 30,438 刊行 費 447,000 
EHR eB 340,000 
GUM ORISHA 57,000 
si 送 be 50,000 
集会 費 19,000 
iA =) Ue 15,000 
Se | U6 4,000 
FT te 2,438 
ail 498,438 aa 498,438 
mae 1. ABSRORA ASS 28 4%, 退会 者 77 名 。 
2. MRAREGR mE 30 BA 2 名 の 候補 者 を 今年 度 に 限り 評議 員 
tL, その 定員 を 31 名 (1~15 Bree 2 年 任期 , 16 へ ~31 Bice 1 He 
期 ) と する 事 を 検討 し 総会 に は か る 。 
3. 昭和 33 年 度 科 学研 究 費 宮 分 答 員 候補 者 に 次 の 5 名 を 推薦 する 。 
大 森 砂 一, WEL TARE, 八木 健三 , 渡辺 武男 
4. 昭和 32 年 度 会 計 決 算 報告 並び に 昭和 33 年 度 収 支 予算 案 の 承 認 。 
5. 昭和 34 年 度 よ り 岩 鉱 会 誌 を 月 刊 と する 事 に つい て 研究 する 。 
6. aah 1 部 販売 人 | 格 を 150 円 と する 。 
幹事 評議 員 会 昭和 33 年 1 月 18 日 ( 土 ) 午後 記念 講演 終了 後 , 東北 大 学 理学 部 岩 
ASKER ARABICA CRE, 次 の 議事 が 可決 され た 。 (HESS) 鈴木 醍 幹事 , 小野 田 
攻 高 , 大 森 藩 一 , 加藤 毅雄 , 河野 義 礼 , GABE FREES. TARE JRE, 
FAIA, 八木 健三 各 評議 員 
ae 1. RTRAARELT SZ 2. 河野 評議 員 が 中 心 と な つて 会 則 の 再 検討 を 行う 。 


本 会 役員 (ER: mA 33 年 12 RAS) 
DS 


2k BUR KR B 
f+ SB 石井 清彦 FR 真 市 鈴木 HH 高橋 ME 誠太郎 


評議 員 石川 RA ASHES 大森 B- 片山 信夫 me Be 
Rr FB 神山 R= 河野 tL 木下 Bk 久野 久 柴田 OBE 
須藤 俊男 RS BN 鈴木 廉 三 九 TR 88 滝本 3S 竹内 BE 
4B 弘 達 2H 達 根本 BE 野田 真 三 郎 早川 BA Be we 
堀越 義一 待 場 勇 A ES Eeave 
HU 新 六 渡辺 Rs 

ERR we 義 礼 

編 集 KR B-— me Bee 

ER 務 GA #2 88 良夫 

会 計 BSAR=A THE BS 

図 書 FRE Ss 増井 淳一 

行 事 小野 田 臣 高 長谷川 修 三 

会 員 JA 健三 Bl BA 


BOR MNS GTS) 


ンー ンー 


阿部 4 a ER 植田 BR KR B- 加藤 毅雄 


河野 Bt 今野 th SH 2B 
BE RE 
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